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１．議事日程 

  〔平成３０年第４回安芸高田市議会１２月定例会第３日目〕 

 

                             平成３０年１２月１２日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第83号 平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第４号） 

日程第３  議案第84号 平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

            号） 

日程第４  議案第85号 平成30年度安芸高田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第５  議案第86号 平成30年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第６  議案第87号 平成30年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第７  議案第88号 平成30年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計補 

            正予算（第２号） 

日程第８  議案第89号 平成30年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

日程第９  議案第90号 平成30年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２ 

            号） 

日程第１０ 議案第91号 平成30年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１１ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    新 田 和 明     ２番    芦 田 宏 治 

    ３番    玉 重 輝 吉     ４番    玉 井 直 子 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

    ９番    大 下 正 幸    １０番    山 本   優 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    青 原 敏 治 

   １７番    水 戸 眞 悟    １８番    先 川 和 幸 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 
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    ３番    玉 重 輝 吉     ４番    玉 井 直 子 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  竹 本 峰 昭 

  教 育 長  永 井 初 男  総 務 部 長  杉 安 明 彦 

  企 画 振 興 部 長  西 岡 保 典  市 民 部 長  広 瀬 信 之 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  大 田 雄 司  産 業 振 興 部 長  猪 掛 公 詩 

  産業振興部特命担当部長  青 山   勝  建設部長兼公営企業部長  蔵 城 大 介 

  教 育 次 長  土 井 実貴男  消 防 長  山 平   修 

  会 計 管 理 者  兼 村   恵  八 千 代 支 所 長  佐々木 早百合 

  美 土 里 支 所 長  寄 実 正次郎  高 宮 支 所 長  児 玉   晃 

  甲 田 支 所 長  宮 本 智 雄  向 原 支 所 長  新 谷 憲 三 

  総 務 課 長  高 藤   誠  財 政 課 長  河 本 圭 司 

  政 策 企 画 課 長  行 森 俊 荘 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  岩 﨑   猛  事 務 局 次 長  森 岡 雅 昭 

  総 務 係 長  國 岡 浩 祐  専 門 員  小 島 佳 宏 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

○先 川 議 長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

 議会広報特別委員会の副委員長の交代について、通知がございました

ので御報告をいたします。 

 議会広報特別委員会、副委員長に、玉井直子さん。 

 以上でございます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○先 川 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により議長において、3番 

玉重輝吉君、及び4番 玉井直子さんを指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第83号 平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号） 

      日程第３ 議案第84号 平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予 

                 算（第3号） 

      日程第４ 議案第85号 平成30年度安芸高田市後期高齢者医療特別会計補正 

                 予算（第1号） 

      日程第５ 議案第86号 平成30年度安芸高田市介護保険特別会計補正予算 

                 （第3号） 

      日程第６ 議案第87号 平成30年度安芸高田市公共下水道事業特別会計補正 

                 予算（第2号） 

      日程第７ 議案第88号 平成30年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業 

                 特別会計補正予算（第2号） 

      日程第８ 議案第89号 平成30年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計補 

                 正予算（第2号） 

      日程第９ 議案第90号 平成30年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計補正 

                 予算（第2号） 

      日程第10 議案第91号 平成30年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第2 

                 号） 

○先 川 議 長  日程第2、議案第83号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第4

号）」の件から、日程第10、議案第91号「平成30年度安芸高田市水道事

業会計補正予算（第2号）」の件までの9件を一括して議題といたします。 

 本案9件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員

長から審査結果の報告を求めます。 

 予算決算常任委員長 青原敏治君。 

○青原予算決算常任委員長  12月10日付で本委員会に付託のありました、議案第83号「平成30年
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度安芸高田市一般会計補正予算（第4号）」から、議案第91号「平成30

年度安芸高田市水道事業会計補正予算（第2号）」までの9件の審査結果

について報告をいたします。 

 付託されました9議案につきまして、12月11日に委員会を開き、市長、

副市長、教育長、並びに関係部局の部課長等の出席を求め、慎重に審査

をいたしました。 

 議案第83号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第4号）」は、

既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1億6,614万8,000円を

追加し、予算の総額を241億9,049万6,000円とするもので、八千代支所

移転改修に要する経費、7月豪雨災害の復旧に要する経費、施設の維持

修繕に要する経費、人事院勧告による職員人件費の調整のほか、平成29

年度決算の剰余金などの計上が主なものでした。 

 審査を通じて出された特徴的な質疑と答弁は次のとおりであります。 

 総務部の所管につきましては、委員より、「災害対策費において、 

防災マップの前倒しの投資と説明があったが、早く防災訓練等につなげ

ていくという意図で前倒しされたのか。」との質疑があり、執行部より、

「来年度の補助事業で要望を上げていたが、今年度の補助金がつく見通

しとなり、前倒しして取り組むように事業を早めたところである。地域

の防災訓練に有効に使えるよう啓発していきたい。」との答弁がありま

した。 

 企画振興部の所管につきましては、委員より、「ふるさと応援寄附金

は、システムや広報が変わり効果が出ているが、どんな返礼品に人気が

あり、どの地域の利用が多いか。」との質疑があり、執行部より、「日

ごろ購入する物として、日持ちのする米が人気である。利用は、大都市

圏の方が、3割程度おられる。」との答弁がありました。 

 市民部の所管につきましては、委員より、「多文化共生業務委託料は

当初予算で200万計上されていたが、74万7,000円が減額された理由

は。」との質疑があり、執行部より、「多文化共生まちづくり推進事業

助成金を申請していたが、不採択になったため減額をした。」との答弁

がありました。 

 福祉保健部の所管につきましては、委員より、「生活支援員制度普及

啓発事業委託料が181万5,000円減額されている理由は。」との質疑があ

り、執行部より、「旧町単位で普及啓発事業を進めるように事業者と調

整していたが、今年度は日程等の調整がとれないため、受託できないと

の申し出があり、予算を減額し、市が直接実施するように報償費等を増

額している。」との答弁がありました。 

 産業振興部の所管につきましては、委員より、「観光振興事業費の調

査設計委託料600万円の内訳は。」との質疑があり、執行部より、「田

んぼアート事業用地の平面測量など290万円、7メートルのボーリングを

2カ所で270万円、農道の拡幅・歩道の設置の設計費用に40万円を見込ん

でいる。」との答弁がありました。また、委員より、「田んぼアート事
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業の600万円の予算は、いったん引き下げ、32年のオープンを1年先延ば

しにしてでも、もう少しじっくり議論できる体制に仕切り直すべきでは

ないか。」との質疑があり、執行部より、「これまでの手順に不十分な

点があった。600万円の執行は、きょういただいた意見を踏まえ、説明

等について議会の了解を得たうえで執行する。」との答弁がありました。 

 教育委員会の所管につきましては、委員より、「文化財保護事業費で

公有財産購入費の499万9,000円に対し、396万8,000円が歳入とされてい

るが、約8割が充当されているということか。」との質疑があり、執行

部より、「国庫補助対象のため、約8割の充当が予定されている。」と

の答弁がありました。 

 次に、議案第84号「平成30年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正

予算(第3号)」から、議案第91号「平成30年度安芸高田市水道事業会計

補正予算(第2号)」までの8件の特別会計は、平成29年度決算の額の確定

による一般会計繰入金の整理、これに伴う基金繰入金・積立金の整理、

人事院勧告による職員給与費等の調整等に伴う予算が計上されたのが主

でありました。 

 各会計の質疑の後、討論において、議案第83号「平成30年度安芸高田

市一般会計補正予算(第4号)」に関し、委員より、「市長は議会の許可

なく、田んぼアート事業の調査業務委託料600万円を執行しないと約束

された。このことを確約をいただくこと、また今後執行部がしっかり連

携をとり、総力を挙げて議会・市民に対し、納得のできる提案・説明を

していただくことを強く申し入れ、賛成をする。」との賛成討論があり

ました。また、委員より、「田んぼアート事業の調査委託料の執行保留

という市長の答弁を議会は真摯に受けとめる。委員の発言を執行部が真

摯に受けとめることを期待し、賛成をする。」との賛成討論がありまし

た。 

 各会計の歳入歳出について、それぞれ慎重に審査した結果、補正額、

補正内容等、適正であると判断し、議案第83号から議案第91号までの9

議案について、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 なお、議案第83号については、市長からの執行保留の答弁がございま

したので、可決に至りましたことを申し添えておきます。 

 以上で、委員長報告を終わります。 

○先 川 議 長  これをもって委員長の報告を終わります。 

  〔議場マイクシステムが異常のため書記が議長へ休憩を依頼〕 

○先 川 議 長  ここで暫時休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時１１分 休憩 

午前１０時１８分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  失礼しました。会議を再開いたします。 

 これより質疑に入ります。ただいまの委員長報告に対し、質疑はあり
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ませんか。 

   （質疑なし） 

○先 川 議 長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 これより、本案9件に対する討論を行います。討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○先 川 議 長  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

 これより、議案第83号「平成30年度安芸高田市一般会計補正予算（第

4号）」の件から、議案第91号「平成30年度安芸高田市水道事業会計補

正予算(第2号)」の件までの9件を一括して起立により採決いたします。 

 本案9件に対する委員長の報告は、原案可決であります。本案9件は委

員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔起立多数〕 

○先 川 議 長  起立多数であります。よって、本案9件は、原案のとおり可決いたし

ました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第11 一般質問 

○先 川 議 長  日程第11、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員当たり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は、持ち時間には含まれ

ません。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、「次の質問に移り

ます」等の発言をし、明確にわかるようにお願いいたします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次、発言を許します。 

 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  12番、宍戸邦夫でございます。 

 先に通告しております2項目について、市長にお伺いいたします。 

 まず、第1項目目、ＪＲ芸備線の存続と利用促進へ向けての取り組み

についてお伺いいたします。 

 安芸高田市においても高齢化などで公共交通への依存度はますます高

まると思います。ＪＲ芸備線は安芸高田市にとって、通勤・通学はもち

ろんのこと、都市との交流、観光、地元産業の振興など、まちづくりに

欠かせない重要な路線の一つであります。 

 その芸備線は、7月豪雨により被災し、三次～狩留家間では長期間に

わたって列車の運行休止が予想され、西日本旅客鉄道株式会社、ＪＲは、

その運行再開に向け、最大限の努力をしておられます。 

 しかし、運行再開まで代行バスによる対応があるものの、利用者は切

符購入など、いろいろな不便を感じながらの通勤・通学などされていま

す。このことが発端で芸備線の利用離れが起きないか、また人口減少が

急速に進む中で利用者が減り、芸備線の一部廃止に向かわないかなど、

大変心配をしています。 



33 

 安芸高田市として、この時間的にも安定運行する鉄道の重要性を考え、

ＪＲ芸備線の存続と利用促進に向けての取り組みのお考えをお聞きいた

します。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ＪＲ芸備線の存続と利用促進へ向けた取り組み」につい

ての御質問にお答えいたします。 

 御承知のとおり、7月の豪雨災害により、ＪＲ芸備線は白木山・狩留

家間の橋梁の流出により運休となり、以後ＪＲの代行バスによる運行が

なされております。先般開催されましたＪＲ広島支社による復旧工事の

説明会では、運転再開の時期を来年の秋ごろとされております。 

 この間、芸備線沿線地域では、運休に伴う地域の衰退や存続への危機

感が増しており、市といたしましてもＪＲ芸備線の果たす役割を再認識

し、ＪＲに対しては、機会があるごとに、存続を含めた早期の運転再開

や、河川管理者等関係機関に早期復旧に向けた要望を行っているところ

であります。 

 また、広島市・三次市・庄原市・安芸高田市で構成する芸備線対策協

議会では、ＪＲ芸備線の利用促進のため、これまで実施してきた事業の

検証を含めた調査研究を行うとともに、全線復旧後の利用促進策につい

て検討しているところでございます。 

 市といたしましても、早期復旧要望はもちろんのこと、利用者促進策

を検討していきたいと考えておりますので、御理解を賜りますようお願

いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 12番 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  この芸備線の利用促進につきましては、以前から大きな課題にもなっ

ておりますし、問題点にもなっています。芸備線対策協議会も広島市と、

4市ですか。そこらで構成されて積極的な努力をしておられるというふ

うに思うんです。 

 しかし、今回の災害で私が思うのに、今代替バスが運行しております

が、これがなかなか時間的にやっぱり安定してないということで、ほか

な路線、例えば国道54号線を走るバスとか、それから安芸高田市美土里、

高宮にある高速バス、これらを利用しておられる利用客がたくさんおら

れるように聞いておりますし、私も見ています。 

 そういうことから考えて、私いったん乗客離れがすると、なかなかも

とに戻るのが難しいというふうにも思うんですね。私が以前に聞いた話

ではありますが、この三江線がことし廃止になりました。これも大きな

災害によって、やっぱり利用客離れがあった。これの後遺症として、お

客が少なくなって、ますます少なくなって、廃止という方向になったん

ではないかという話も聞いているんですね。 

 そういうことから考えて、この災害があったきっかけによって、私は
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利用客離れが進んで、これから再開をしても、芸備線との採算、営利が

目的ですから、採算がとれなくなって、やむなく廃止をしていくという

方向になるんではないかと、こういうふうに思います。 

 先ほど、話しましたように、高齢者も多いということと、それから人

口減少がどんどん減って、人口減っておりますので、これは安芸高田市

だけじゃありません。広島市にしても、三次、庄原でもそうなんですけ

れども、そういうことが利用客が少なくなるという自然現象もあるとい

うふうに思うんです。そこらからして、今までの芸備線対策協議会の議

論、協議だけでは、とてもこれは存続が難しいのではないかというふう

に思うんです。まあ、このことに直接関係するかどうかわかりませんが、

やはり周辺住民では、この間の中国新聞にも載っておりましたけれども、

列車の存続を希望して、芸備線の周辺の草刈りとか、そういうことをし

たというふうな新聞もありますし、それからこれはこれから12月15日、

土曜日なんですけれども、向原ではＪＲ芸備線活用プロジェクトいうも

のを発足されて、これはどなたか、発起人は安芸高田市を元気にする会

ということで、向原駅ビルで催し物をするとか、これもやっぱり芸備線

を活用をしていこうという動きだろうと思いますが、そういうふうな民

間による、地元周辺の皆さんによる、こういう取り組みもある。これは

これとして大事だと思いますが、私は行政としてこれまで以上の芸備線

対策協議会の活性化に向けた取り組みを市長はどのようにお考えか、お

聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  非常に芸備線についてはこれからも考えていかにゃいけんのですけれ

ども、まず最初に、これは楽をしてはいけないと思っとるんですよね。

これ、よその例を見るとですね、北海道あたりが存続を、赤字ならもう

ＪＲはやめたいんですよね。だけど北海道は当然赤字だったんで、少し

の間、存続ということになっとったんだけど、災害を契機にやめたいう

ところもあるんです。油断してはいけないのは、その辺ですよね。ここ

のところを、今ＪＲさんの今の話では、廃止ということはないんだとい

うことをおっしゃってますけれども、そこに油断をしちゃいけんなと。

これは大事なもんで、存続していかにゃいけんということの意識が要る

と思います。 

 そのためには、我々も協議会の中でも言ってるんですけれども、我々

が、芸備線を使う仕組みをちゃんとリアルに見せてあげんとですね。向

こうもいいですから、ちゃんとお客が乗らんのにっていうことになって

くると、非常に交渉の原点に乗れていけないんで、芸備線を使って、例

えば菜園を広島市から来てもらうとか、そういうように使う、それとか

サッカーとかサンフレッチェとかを芸備線使って来るとかというように、

その使う利用を高めることも見据えないと、なかなか交渉を持ってもら

えないと思います。これらを見据えながら、これからも芸備線について
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は、我々も存続していきたいと。 

 私は、まちづくりで、この芸備線の存続は絶対欠かせないと思ってい

るんですよね。今現在、通勤されてる方がおられます。現に広島へ行っ

て、また広島からこっちにも来られるんですけど、この方がこの不便を

契機に、これは全然通えなくなったとか、もう通うのはええとか、住ん

だほうがええとかいう展開になりかねては困るんで、この辺の対策も講

じていかなければいけないのではないかと思ってます。 

 まずは、どれも大事なんですけれども、とりあえずは地元の例えば高

等学校がございますけれども、吉田高校とか向原高校の存続が、高校な

くなってくると、通学に非常に影響しますので、この向原高校、吉田高

校の方々が安芸高田市に定住してる確率が高いんですよ。絶対にこれを

大事にしなくちゃいけないんで、まずはここの存続も、これは県立高校

ですけれども、いざという話ではないんですけれども、市としてもこれ

頑張らにゃいけんということで、頑張っていきたいと思っております。 

 特に、向原高校につきましては広島市からも80％とか、ほとんどの人

が通っとるわけでございますので、広島から来ないということになって

くると、向原高校やめたけえいうことになっちゃ困るんで、そういうこ

とにならんようにやっぱり我々もしっかり行政としても頑張っていきた

いと思ってます。 

 こういろんな施策ございますけれども、いろんなこと幅広く考えてい

かないとこれまちづくりの大事な話なんで、皆さん方もいい提案をして

もらいたいと。私もできることはしていきたいと。できるだけこの芸備

線を守りながら、町の活性化につなげていきたいと、かように思ってま

すので、御理解を賜りますようお願いしたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  この芸備線というのは、何と言いましても恐らく重要な路線だという

のは、先ほど申し上げました。このことは、やっぱり人口減少していく

中にあっては、この市、安芸高田市だけじゃ、とっても対応が難しいん

じゃないかというふうに思うんですね。どうしても、県とか国とか、そ

ういうところにも要望って言いますか、話しながら、この芸備線の存続

に向けての国に対する要望とか、そういうものもしっかりしていく必要

があると思うんです。 

 地方創生ということを国が言っておるんですけれども、このことだろ

うと思うんです。私はやっぱり交通機関がしっかりしておらないと、幾

ら安芸高田市だけで頑張っても、都市との交流とか、今安芸高田市も観

光に力を入れようとしていますが、そこらについても大きく影響してく

ると、私は思うんですね。ですから、安芸高田市にとっても、本当まち

づくりには欠かせない大事な路線、鉄道いうことで、私はそういうこと

をしっかり4市と連携して、国に対する要望等についても、しっかり要

望してやることが必要だと思うんです。 
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 まあ、私はどっか話で聞いたか、新聞でしたか載っておったんですけ

れども、やっぱり観光ということも都市との交流をするにあたって、例

えば広島から出雲まで、例えば広島から備後落合、そこで乗りかえて木

次線で出雲まで行くという路線、ですから、出雲は神の国と、それから

広島は平和都市と、いうところの、そういった路線も考えて、やっぱり

4市で芸備線対策協議会で、やっぱり長期的になっても、そういう考え

も持った取り組みがあってもいいかなとこういうふうに思うんですね。

私はそのためにはやっぱりこれはなかなか市だけじゃ、とても対応でき

ませんので、ＪＲとの協議も必要だと思います。そういうふうな長期的

な展望に立った発想を持った取り組みをぜひしていただきたいというふ

うに思うんです。 

 それから、平成22年の12月に芸備線沿線の住民アンケートもしておら

れます。そのアンケートについてもこの芸備線の活用については、相当

重要視されてアンケートにお答えいただいておるというふうに思います

ので、そこらのことも考えながら、やっぱり4市でこれから、これまで

以上の取り組みも必要だと思います。 

 そういうことで、市長がどういうふうに国に対する要望なり、県なり、

ＪＲに対する要望いうものをもう一度お聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、この課題は安芸高田市だけではだめなんで、大

きな力で対抗していかにゃいかんということでございます。さらなる連

携をとって、この路線が守れるような施策展開を図っていきたいと思い

ます。 

 ただ困るんが、ＪＲと国鉄違うんですよね。もうそのときに、非常に

政府がＪＲにした途端に、民間になっとるわけですね。だから、我々が

これ存続いうても、最後は今度は経営の話にもって来られます。ずっと

言うたら、ほいじゃ赤字分はあんた出せということなんですよ。 

 このこと踏まえて、大事なことなんで、ちゃんとハードル超えていか

にゃいけんと思いますけれども、非常に我々にとっては、このＪＲとい

うことが、断然大きなネックになっとるということでございます。じゃ

けえ、それを覆すにもやっぱり大きな力が要るんで、しっかりいきたい

と。やっぱり、先ほど申しましたように、観光とかいろんなこと使うて、

ＪＲを活用していくんだと。ＪＲがあったら、今度は支援につながるん

だと、こういうことを見せることによって、やっぱり我々の話も聞いて

もらえるんじゃないかと思いますので、非常に大きな課題でございます

けれども、また挑戦してみたいと。一緒になって頑張ってみたいと思い

ますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  市長答弁されましたが、このことは市民をあげた取り組みでないと、
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とてもじゃないが利用客が少ないことになりますと、行政が幾ら旗振っ

てもだめなんで、そういう取り組みをやっぱり具体的に安芸高田市のビ

ジョンと思って、計画的にやっていくというのが私は大事だろうと、こ

ういうふうに思いますので、私たちもしっかり路線の確保を存続に向け

ては努力をしなきゃならんというふうに思います。 

 また、市民の皆さんにも、しっかり利用するような、取り組みも考え

てみたいと、こういうふうに思います。 

 次の質問に入ります。 

 防災対策についてであります。 

 近年、安芸高田市においても、想定を超える豪雨により、市内各地で

甚大な被害を受けています。特に、ことし7月の豪雨は人命までも奪う

大変な災害でありました。 

 大雨のたびに避難勧告、避難指示が出され、多くの市民が避難を余儀

なくされています。行政としても安全で安心して暮らせるまちづくりの

ために、根本的な防災対策が必要だと思います。市内全体の危険個所な

どを示すハザードマップの充実整備とともに、繰り返す避難勧告、避難

指示地域の河川周辺の未来を展望した防災整備計画を策定し、情勢変化

に対応した長期的な対策が必要だと思いますが、市長のお考えをお聞き

いたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「防災対策」についての御質問にお答えいたします。 

 近年は、大雨に伴う避難勧告を発令する機会がふえてまいりました。

特にことしは7月豪雨、異常な豪雨災害がございました。安芸高田市と

しても対策本部をつくって、全体で延べ10回の避難勧告を行ったところ

でございます。避難指示もございますので、避難勧告等と言いますけれ

ども、10回の避難勧告をいたしました。避難勧告によって、不安を抱か

れる市民も多いと思います。早目の避難が命を守りますので、今後も気

象状況等を適切に判断して、必要とあればちゅうちょすることなく、発

令してまいりたいと思っています。 

 市民の皆様方には、いつでも避難できるよう、平素からの備えに心が

けていきたいと思っておるところであります。 

 ハザードマップにつきましては、御指摘のとおり、さらなる充実が必

要でございます。きのうも議員さんの説明がございましたけれども、先

般の国が指定いたしました想定された規模の浸水想定区域、これはマス

コミ報道されましたけれども、これに基づくハザードマップも大事です

けれども、市独自でこれに土石流、土砂災害の警戒区域を一つの図面に

まとめたところでございます。これを使って、年度内に私を含め、各町

回りまして、市住民の皆さんに説明を行っていきたいと思っています。 

 これは、危険区域だけじゃなしに、どこへ逃げるんかというのも入っ

てますので、こういうことを周知していくことが、防災、減災につなが
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っていくと思ってますので、よろしくお願いします。 

 また、パソコンやスマートフォンから詳細の地図を見ることのできる、

ＷＥＢ版のハザードマップを今年度から来年度にかけて作成し、公開を

する計画でございます。 

 ハード面の整備につきましては、例えば避難勧告の発令件数の多い多

治比川は、過去の平均で1年に1.6回、避難勧告並みの水位に達しており

ます。この頻度を下げるべく、広島県に対し河川整備をお願いしている

ところでございますが、抜本的な河川改修までは困難なのが現状でござ

います。 

 そのような中、住民から強い要望のあった多治比川のしゅんせつ工事

を先般行っていただいたところでございます。 

 江の川、三篠川、その他の河川につきましても、関係機関に対し、引

き続き改修、しゅんせつ等の要望を行っていきたいと考えておりますの

で、御理解を賜りますようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  防災マップ等もハザードマップ、同じことなんですけれども、そうい

う充実をするっていう、大事なことだと思いますし、市民に啓発するの

も大事だと思うんですが、それはあくまで根本的解決にはならんですよ

ね。ですから、私が思うのに、先ほど今市長、話されましたように、多

治比川、今回災害の大きかった三篠川、それから甲田の大土川、そうい

った河川は県河川なんですね。 

 そこらと県との協議をしっかりしながら、根本的に川の流れを変える

というとオーバーですし、町を変えると言ってもオーバーかもしれませ

んが、将来、未来にわたって、毎年ですよ、これ。ちょっと雨降ってす

ぐ災害になるというふうな状況ではハザードマップつくっとっても、そ

こへ住む住民は大変だと思うんですね。ですから、私は長期、まあ100

年の計というのが昔ありましたけれども、安芸高田市の町をつくりかえ

るぐらいの考えを持った計画をもってやると。そしてそのことを市民の

皆さんに周知していただいて、例えば将来にわたって、立ち退きをする、

計画を立てたらこの区間は住宅は建てないでもらいたいとかですね、そ

ういう計画を具体的な計画を私はつくっておく必要があるんじゃないか

と思うんです。で、堤防を高くするとか、これはこの間の中国新聞に載

っておったんですけれども、三篠川を大規模改良、改修じゃなくて改良

すると。それには、堤防を直したり、川底の掘り下げをしたり、そうい

うことがあるんですけれども、やっぱりそういうこともひっくるめなが

ら、住民が安心して住めるまちづくりをもう1回つくり直すぐらいのも

のが要るんじゃないかと思うんです。 

 そういうことで、市長は大体防災とか、そういうことについてはプロ

でありますので、その点について市長のお考えを聞いてみたいと思いま

す。 
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○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、非常に今安芸高田市の河川整備とか道路が計画

どおりなさってないところがたくさんあります。例えばこのたびの三篠

川とか戸島川とか、それから今の多治比川ですね。いわゆるふつうの頻

度よりか高い確率で塀は高くせにゃいけんのですね。というのは、流域

に対しても断面が足らんということですよ。これを解決するためには、

議員御指摘のように、やっぱり抜本的な改修が必要と思います。先般も

県に申し入れとるんです、このことはね。 

 だけど、当面はやっぱり砂をとることとか、できることからやらして

くれということなんですよ。抜本的にはこれ解決入ってくるんですけれ

ども。 

 ほいで、まあこれ県事業でございますので、県のほうも計画的にやっ

ていくんですけれども、全般的に、建設的な予算が少なくなってるんで

すよ。例えば道路財源にしてもですね、これは市民の皆さんが福祉とか

教育まわすいうことになってますんで、なかなかないんで、ない状況で

ございますけれども、こういうことを言うのは必要なことなんで、訴え

るんですけど、ないパイの中でも大事だということは訴えてます。 

 だから、県もそういうことを言ってるわけです。道路にも多治比川の

改修がまともにしてないために、あっこの川崎さんのとこの家の前は、

しょっちゅう浸水ですよ。そこだけじゃないですよ。吉田口のところの

堤防もそうですね。戸島川ができてないから集中します。 

 いうように、改良工事とのバランスが悪いんで、その辺はうまく訴え

ていきたいと。ただ、この権限は県でございますので、県に強く要望し

ていきたいと思います。このことはですね。 

 だけど、市としてもこういうことを放置できないんで、いうことです

よ。今お答えをいただいとるんが、当面できることは疎通断面をふやす

ということで、堆砂をしてあげようかとか、砂をとってあげようかとか、

いう話はしていただいとるんですけれども、これで満足じゃなしに将来

に向かっての改良というのをまた訴えていきたいと思ってますけれども、

当時の建設費がぼんぼんあったときとは違いますので、そこは御理解し

てもらいたいと思います。しっかり要望していきたいと思いますので、

御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  当面の対応は当然しなきゃならんと思うんですけれども、私が申し上

げたいのは、この町を変えるくらいの防災対策を計画をやる必要がある

んじゃないかと。それが一遍にはできませんと、とてもじゃないけどで

きんのですけれども、やっぱりある程度ビジョンをつくって、この地域

には住宅は建てないでもらいたいとか、将来こういう計画ですから、そ

ういう建物とか構造物は建てない、つくらないでくださいとか、いうふ



40 

うなことを示すためには、やっぱり市として、県もそうなんですけれど

も、県河川ですから県がやるんですけれども、やっぱり市としてのビジ

ョンをしっかり立っていくということが大事なんじゃないかと思うんで

す。 

 で、大体災害は忘れたころにやってくると言いますけれども、まさに

そのとおりではあるんですけれども、近年毎年のような想定を超える災

害が年々ふえておる。そういうことから考えても、市民にしっかり周知

していくためには、この区域はもうこういう工事、計画でおります、い

うことを知っていただくようなビジョンをやっぱり考えていくという。

福祉も大事じゃし、いろんなこと大事なんですけれども、やっぱり安全

で生活できるということが最も大事なんで、そういう計画を、やっぱり

長期的な計画を点を持った計画をつくる努力をされないか、市長にお伺

いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  市としての考え方いうのは大事だと思います。多分今の仕組みでいく

と、県の河川整備計画の中に入ってないと、湯﨑さんの権限ですからだ

めなんですね。県も予算つけてくれないし。うちの単市でやるんなら話

は別ですけれども、普通河川なら私の範疇ですけれども、ただ、そうは

言うても、やっぱり市としてはこうあるべきだというのは要りますんで、

そういう意味ではしっかり市としてはしていきたいと思います。県に要

望に対しても、それがあるとないとえらい違いなんで、そういう意味で

はとおっしゃってるんでしょうから、頑張ってみたいと。 

 ただ、全般的に言えることは、ハードはやっていくんじゃけれども、

平行して逃げることも大事ですよということで、さっき言うたわけでご

ざいまして、まずは逃げて命を守ってもらわにゃいけんということで、

ハード対策というのもしっかり力を入れていかんといけんということで

ございますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸邦夫君。 

○宍 戸 議 員  これ以上具体的なことにつきましては、またその都度その都度申し上

げたいというふうに思います。 

 私が申し上げたいのは、ハザードマップも大事ですし、当面の避難勧

告、避難指示も大事なんですけれども、未来にわたってのまちづくりと

いうことを念頭においたビジョンをつくって、そしてそれを県に示す、

国に示すということが、県としても取り組むのに、やっぱり長期的な展

望ができる。立った計画ができるんではないか。こういうふうに思いま

すので、大変困難なことでありますが、100年の計を念頭にして、取り

組んでいただけるように、これが市民の皆さんの安全、安心で生活でき

るまちづくりをするために、ぜひ考えていただきたいということを申し

上げて、私の一般質問を終わります。 
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 ありがとうございました。 

○先 川 議 長  以上で宍戸邦夫君の質問を終わります。 

 この際、11時5分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５３分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 2番 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  2番、芦田宏冶です。通告に基づき、大枠2点について質問します。 

 最初に田んぼアート事業について質問します。 

 この田んぼアート事業については、昨年9月とことしの9月に一般質問

をしていますので、今回で3回目となります。 

 私は昨年の8月に、同僚議員と田んぼアート先進地で、年間30万人以

上の集客のある青森県の田舎館村に視察に行きました。田舎館村は、津

軽平野の南部に位置しており、山が全くない平たんな町でした。安芸高

田市の24分の1の面積に、約7,800人の人口があり、村とは名前だけで、

安芸高田市よりはるかに都会でした。人口17万人の弘前市と隣接し、人

口28万人の青森市から車で約60分、青森空港からは約30分で、田舎館駅

という鉄道の駅もあり、立地条件がよく、アクセスも恵まれていました。 

 田舎館村の田んぼアートについては、稲でここまでの絵が描けるのが

不思議に思えるほど、完成されたもので、壮大さと合わせて見ごたえが

あり、技術の高さとともに、25年間取り組んでこられた情熱と歴史を感

じました。また、役場庁舎の展望デッキや集客力のある道の駅の第2展

示場など、既存施設の有効活用も非常に参考になりました。 

 立地条件やアクセス面で条件が劣る安芸高田市で、わずか2、3年で田

んぼアートをオープンし、15万人の来場者を見込み、そのうち10万人の

方から入場料をいただくというのは、非常にハードルが高い事業に取り

組むことになると思いました。田舎館村と安芸高田市の気温の差もあり、

稲の生育条件を考えると、約150日、5カ月の開催期間の想定も徹底調査

の必要があると思いました。また、田舎館村は、田んぼアートを役場主

導で実施してきたので、25年間安定して継続することができていますが、

安芸高田市が民間主導で田んぼアート事業を推進するためには、実行組

織と実施候補地を早急に決定して、市と責任を明確にした上で、事業に

取り組む必要があると思いました。 

 このことを前提に、私は昨年の9月に一般質問をしました。昨年の6月

23日に、産業建設常任委員会の所管事務調査資料として提出された田ん

ぼアート整備事業概要には、田んぼアートを進めていく上で、解決すべ

き課題として、1番目にこの事業の運営主体を誰にするか決めること。2

番目に開催地を決めること。3番目に作図や設計、測量の技術の習得を
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すること。4番目に稲の生育環境の確認では、種子の調達や本市の環境

で生育が可能か調査すること。5番目に田んぼアートができないオフシ

ーズンの集客をどうするか、この5点が挙げられていました。 

 私もこの5点の課題解決は非常に大切だと思っていましたので、課題

への対応状況を質問しましたが、事業への取り組みをスタートしてまだ

半年ということもあり、5項目については具体的な回答はいただけませ

んでした。その後、担当課からの報告は、昨年11月に田んぼアート事業

の進捗状況報告が出されましたが、主な報告は29年度に6カ所先進地視

察を行ったという報告だけでした。 

 ことしに入って、6月22日に美土里町青地区の田んぼアート実験圃場

で現地調査があるということだったので、私も見に行かせてもらいまし

た。田んぼには絵はかいてありませんでしたが、2カ所の田んぼに8種類

の稲の苗が直線で植えられていました。30年度も田んぼアート事業につ

いて、進捗状況などの報告は何もありませんでしたので、9月に田んぼ

アートについて、2回目の一般質問をしました。 

 質問の主な内容は、1回目と同じように、事業の進捗状況と5つの課題

解決について伺いましたが、美土里町青地区に8種類の苗を植えて生育

を調査している以外は、課題に対する具体的なお答えはありませんでし

た。 

 そこで1番目の質問をします。平成29年度田んぼアート実施計画書に

開業スケジュールが示されていますが、2020年オープンに向けて事業の

進捗状況と課題への取り組み状況を伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 10月18日に開催されました全員協議会におきまして、説明したとおり、

田んぼアートの整備地は道の駅の近接地を候補地とし、可愛地区を選定

したところでございます。 

 現在、地権者を初め、可愛日南上地区、中馬地区を対象とした住民説

明会を実施いたし、事業概要の説明を行うとともに、事業に対する協力

をお願いしているところでございます。また、広島県北部農業協同組合

や地元農業法人に対し、農業指導や農作業等の協力依頼も行っていると

ころでございます。 

 9月の一般質問において、答弁させていただいておりましたとおり、

今年度青森県田舎館村から取り寄せた種もみ数種を美土里町青地区の実

験圃場で試験栽培を行っておりますが、業務委託の株式会社源流の里か

ら生育状況等の報告書を受理するとともに聞き取りを行っており、次年

度に向けた課題等の整理を行っているところでございます。 

 ハード面につきましては、今年度にかけ、測量業務を行うとともに、

土地鑑定評価に基づく価格を提示いたし、用地交渉を行い、新年度にお

いては用地買収、基本設計・実施設計、工事発注というスケジュールで
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事業を進めていくことにしておりますので、御理解を賜りますようお願

いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  公設民営を前提として事業を前に進めていこうと思ったら、田んぼア

ート事業の実行委員会の立ち上げがまず先決だと思います。実行委員会

の設立は、実施計画書のスケジュールでは、ことしの5月から7月となっ

ていますが、12月の中旬の今も、今もって実行委員会が開催されていま

せん。実行委員会の協議もなしで、事業が進められるわけがないと思い

ますが、市長はどのように考えておられるか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 

○青山産業振興部特命担当部長  実行委員会につきましては、先の全員協議会におきまして、スケジュ

ールは、この5月から7月にかけての設立ということでございます。今そ

ちらについておくれているというところでございますが、想定するのは

民間でやっておられる方、そしてＪＡの農協、そして地元の関係者等を

想定して、今個別には動いておるところでございますが、その実行委員

会に至っていないのが現実でございます。また、それらがもとに、今度

は運営組織等も設立をしていくことになります。これにつきましては、

来年度4月から7月にかけて設立ということになっております。そこらを

含めまして、早急に取り組みのほうを進めていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  ほかに答弁ありませんか。 

 以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  今のお答えではどうも納得いきません。実行委員会がいつまでたって

も開かれない理由を明確にお答えください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 

○青山産業振興部特命担当部長  実行委員会につきましては先ほど言いましたとおり、運営母体と合わ

せて実行委員会、今来年度の4月に向けての運営組織と合わせて、これ

は今の状況でいきましたら、実行委員会というよりも、運営組織のほう

になってこようと思います。それらに向けて、関係団体と協議を進めて

いくということで御理解をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  今から実行委員会の参加団体の中心になると思われる市の商工会、市

の観光協会、ＪＡとはどのような話が進んでいるのかお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 
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○青山産業振興部特命担当部長  市の商工会につきましては、事務局のほうとは定期的に話をしている

ところでございます。とりわけ出展の関係が商工会のほうの役となって

おりますので、そちらあたりを協力願いたいということで今進めておる

ところでございます。 

 また、市の観光協会につきましても、道の駅、また田んぼアート事業

ということで、とりわけ観光の周遊促進という関係で、今観光協会とも

協議をしておるところでございます。 

 また、ＪＡにつきましては、今現在以前から話をしておりましたけれ

ども、ちょっと体制が変わっておるところがあります。今担当のほうと

育苗の指導とか、そういうようなところについて話はしておりますが、

それらにつきましても、どこができるかというところをＪＡと今度協議

をするということで進めておるところでございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  早急にと言われていますが、超特急でやらないと間に合わなくなると

思います。よろしくお願いします。 

 次の質問に移ります。 

 田んぼアート事業は公設民営方式を採用すると市長は言われています。

行政の役割は基盤整備である用地取得、造成工事、建設工事とインフラ

工事等の初期投資までで、事業の運営責任はあくまでも民間が担うとい

うものです。この公設民営の事業方式こそ、田んぼアート事業で市長が

当初から言われている大きな方針でした。しかし、運営責任を担う実行

委員会がいまだに開かれていない状態です。実行委員会の中枢に入ると

思われている安芸高田市商工会、ＪＡ広島北部、安芸高田市観光協会に

は具体的に話がまだついてないようですので、早急につけていただく必

要があると思います。 

 また、昨年の6月に要望書を出された田んぼアートプロジェクト推進

実行委員会のメンバーの方は、事業の中心になって活動していただける

のでしょうか。この事業を進めていく上で、絶対に崩すことのできない

公設民営方式は、ちゃんと守って事業が進められていくのか、私は非常

に危惧しています。事業の運営母体は、民間出資者などで構成する法人

を前提にするとなっていますが、法人を含む民間出資予定者は何人で、

目標金額は幾らか、テナント出店者が何人いて、実行委員会の代表者は

誰がなる予定なのか。また、事業計画、年間入場者予測、運営収支計画

のすり合わせと、事業の責任区分等の取り決めは、今後どのように行っ

ていくのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「田んぼアート事業の運営母体の構成」についての御質問

であります。 
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 10月18日に開催されました全員協議会において、田んぼアート事業の

実施計画書について説明をいたしました。運営体制につきましては、整

備主体が安芸高田市、運営主体は実行委員会、出店テナントは民間事業

者とし、実行委員会組織の構成案としては、市、ＪＡ、商工会、観光協

会、地元地域振興会、地元農業法人、発起人会等の民間団体等を想定し

ている旨の説明をさせていただいたところでございます。 

 また、民間の能力を活用した運営を前提とする場合、最終的には市の

かかわりは側面的な支援に徹するべきと考えておりますが、軌道に乗る

までは市の直接的な関与も必要と考えている旨、説明をさせていただい

たところでございます。 

 御質問についてでございます。現時点での民間の出資予定者、テナン

ト出店者数については、まだ具体的な協議に至っていないのが実情でご

ざいますが、運営団体の法人化に向け、田んぼアート事業を応援してい

ただいている民間組織で構成する発起人会を含めた法人の検討や、テナ

ント出店については、公募を実施し、入店者の決定を行ってまいりたい

と考えております。 

 議員御指摘のように、この実行員会がないと、前にいかんということ

でございますけれども、下協議については十分やっているつもりなんで、

早急に実行委員会を立ち上げ、早い時期にこのことはやっていきたいと。

このことは、今までの安芸高田市の湯の森とか、湯治場とは違いまして、

いわゆる市が運営に関与するんじゃなしに、基本的には民間の方々、商

工会あたりの若い人が関与するということでございますので、この趣旨

もしっかり生かしていきたいと。これを行うためには、やっぱりしっか

りと協議も必要なんで、時間も要ると思いますが、あんまり時間もない

ようなんで、早急にこのことを詰めていきたいと、かように思っており

ます。 

 非常に、少ない事業で観光数の大きな期待をするわけでございますの

で、しっかりとした運営組織が必要と思いますので、しっかり頑張って

いきたいと思いますので、ちょっと生ぬるいかもわかりませんけれども、

まあ実行委員会を早く立ち上げて、早く明確にしていくんだということ

で御理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 市長は当初からこの田んぼアート事業は、公設民営でやると言われて

います。これから行政がいろんな事業を展開していく上では、確かに有

効な手段だと思います。しかし、その場合の条件の取り決めは、厳格に

やっておかないと、あとでトラブルの原因になる危険性をはらんでいま

す。 

 田んぼアートの場合、田んぼアート期間を約150日間と想定し、期間

中15万人が来場し、そのうち10万人が展望台に入場すると見込んでいま
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す。運営主体となる実行委員会はこの数字を基準にして収支計画を出し

て、この事業を受託するかどうかを決められることでしょうし、中世屋

台村の出店者は、この入場者数を見込んで店を出す判断をされると思い

ます。この予定入場者数以上の入場があれば問題はありませんが、入場

者数が想定を大きく下回ったら、実行委員会は即赤字の補填をする必要

に迫られます。田んぼアート事業実施計画書では、年間来場者数15万人、

田んぼアート期間5カ月15万人の来場者数のうち、10万人が300円の展望

台に入場すると想定して、総収入を4,000万円と見込んでいます。それ

に対して支出のほうは3,990万円ですから、収支差額はわずか10万円の

プラスです。入場者数が想定より334人以上減ると収支はマイナスに陥

ります。 

 9月の一般質問でも言いましたが、仮に鑑賞期間3カ月、有料入場者数

が5万人になったら、2,000万円近くの赤字になりますし、屋台村の出店

者は売り上げの大幅な減少を余儀なくされます。実施計画書では田んぼ

アートの期間を150日と想定してますが、ことし実施した美土里町の実

験圃場を私は9月1日に見に行きましたが、赤や白、黄色などの稲は、枯

れて色を失っており、鑑賞可能な期間は3カ月が限度という結果が出て

います。これを無視すれば、何のために実証実験をしたのか意味がなく

なります。私が視察した愛知県、岡山県、三次市、庄原市では、代表者

は皆、鑑賞期間は3カ月が限度だと言われていました。どうやって鑑賞

期間を5カ月にするのか、確かな根拠を持って検証し、説明する必要が

あります。それができないのなら、鑑賞期間を3カ月で収支計画を立て

直すべきだと思います。 

 また、実施計画書では、田んぼアートの年間入場者数を10万人と想定

していますが、青森県の田舎館村が30万人だからとよく比較されますが、

田舎館村は田んぼアート25年の歴史と経験があり、安芸高田市とは比べ

物にならないほどアクセスもしっかりしています。しかも、田んぼアー

トの会場は2カ所なので、1カ所の入場者数は15万人ほどです。それを考

慮すると、田んぼアートの技術的なレベルが未知数のままで、安芸高田

市が初年度から10万人以上をクリアすることは非常にハードルの高い数

字だと思っています。 

 鑑賞期間5カ月、有料入場者数10万人の根拠とオフシーズンの実施イ

ベントで具体的に決まったものがあれば伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 鑑賞期間5カ月、入場者数15万人で収支の積算する根拠の質問でござ

います。 

 苗や稲の鑑賞期間につきましては、田植え後の2週間程度で色づき始

め、色つきのピークは7月末から盆ごろまでと言われております。5月の

田植え後、9月から10月上旬にかけて、稲刈りまで4ないし5カ月間の鑑
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賞が可能であると想定しております。 

 田舎館村や行田市においても、田植え2週間後から稲の色づけを確認

することができ、稲刈りイベントまでの約5カ月の田んぼアートの変化

を楽しむような仕掛けを行っております。 

 入場者数の15万人の積算根拠は、マイカー利用者をマーケットとし、

余暇活動参加率や市内主要観光施設からの立ち寄り等をもとに、年間利

用者数を15万人と想定しております。現時点では、この数値をもとに収

支計算を行っておりますが、将来のことについて予測することは難しい

ものもあります。 

 しかしながら、数値目標を掲げるとともに、これらを達成するために

必要な行動計画を掲げ、そこに向けての戦略を練ることは非常に重要だ

と考えております。オフシーズンの具体的な実施イベントにつきまして

は、実施計画書ではわらアート、かかしアート、石アートなど想定して

おりますが、このような固定アートに市民が参加し、1年を通じて楽し

むイベントを検討してまいりたいと思います。 

 私も15万人というのは非常に大きいかもわからない。ただ青森は2カ

所30万人ということです。一応ですね。条件が村だけど、平地でいいと

いうことですけれども、まあ30万人。今湯治村が11万人なんですよ。湯

の森が10万人ですよ。ここら、施設つくるときに、30億とかそこらのお

金投資してるんですよ。ここは、それ以下の1億以下の話になってくる

んですけれども、投資の額にしては観光が多いと思うんですよ。ただ、

この15万人がどうかというと、なかなかあるんで、このことについては

なるようにというのは、職員に私が指導しとるのは、何ぼうちが頑張っ

ても、当初からいかないんで、3年か4年かかっちゃう、ここが。田舎館

村までぱっと見せるためにはですね。それまでの期間、何で補完するか

っていうことですね。そしたら、やっぱり固定アートとかなるんで、今

考えてるのは、市民参画型のイベントを考えたらどうかと。例えばプラ

スチックで子供たちに色をつくってもらうとか、元就とか神楽の絵を小

学校の子供たちはプラスチックでつくるとか、こういう固定アートも併

用していくことによって、そのつなぎが大事だと思ってます。つないで

いかにゃいけんと。 

 このことによって、正規なアートができるまでのつなぎをしていかな

いと、この10万人というのはなかなか難しいことになるんで、御指摘の

ように、すぐ来年度から人が入場料払うて10万人来るというのはハード

ル高過ぎるんで、少なくともそういうところのハンデがないように、し

っかり行政としても努力していきたいと思いますので、御理解を賜りた

いと思っております。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 ほかに答弁はありませんか。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  私はこの田んぼアート事業は、1年目が勝負だと思っております。 
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 次の質問に移ります。 

 ことしの3月につくられた田んぼアート事業実施計画書は、9月に計画

書の配付を要求して、1カ月後の10月に全員協議会でようやく議会に配

られました。この事業計画書によると、事業のコンセプトは、リスペク

ト元就公で、施設の名称は元就新城下となっていますが、事業計画書を

じっくり読んでみると、中世の城下町をイメージした中世屋台村では楽

市楽座を展開するとありますが、楽市楽座は織田信長が始めたものです。

毛利元就公を思い浮かべる人はまずいないと思います。 

 中世屋台村の12店舗で想定されるメニューの中には、ラーメン、カレ

ー、お好み焼き、ソフトクリームなど、中世とか元就公をイメージする

ものはほとんどありません。また、田んぼアートの作図テーマは元就公

を除くと、神楽、サンフレッチェ、湧永レオリックなど、中世をイメー

ジさせるものはまるでありません。 

 作図テーマは、集客を考えると、田舎館村のように、有名な映画の1

場面や漫画のキャラクターなどが主流を占めるようになると思われます。

毛利元就と言えば郡山城ですが、田んぼアートの会場からは残念ながら

郡山城は見えません。実施計画書からは、元就公の何をリスペクトして

いるのか、私にはよく理解できません。今ごろになって何を言うのかと

思われるかもしれませんが、私がこの計画書を読んだのは、先ほども言

いましたが、10月18日が初めてです。田んぼアートの調査報告書や実施

計画書をつくられた神楽門前湯治村の担当者にもお聞きしたいと思って

いますが、私には毛利元就と田んぼアートを歴史的考察を無視して無理

やり結びつけたようにしか思えてなりません。それでは元就公をリスペ

クトしたことにはならないと思います。 

 神楽門前湯治村が自作してつくられた調査報告書や実施計画書だけに

縛られるのでなく、思い切って事業のコンセプトを見直して、中世や毛

利元就に固執するのでなく、もっと自由な発想により、安芸高田市で田

んぼアートをやるストーリーを考えたほうが安芸高田らしさを出せてハ

ード面の経費も大幅に削減できるのではないかと思いますが、市長の考

えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 2020年4月に新たな道の駅が開業するとともに、新たな集客のランド

マークとなる田んぼアート事業が開始いたします。田んぼアート事業は

安芸高田市の根源資源である稲作文化と毛利元就を活用し、プロジェク

トに取り組んでまいります。 

 展望台から眺める先にある田んぼには、毎年さまざまなアートを描き

ながら鑑賞に訪れる方々に感動を与えていくとともに、展望台の周辺に

は旧吉田町で取り組まれた毛利元就に焦点を当てた、中世城下町のイメ

ージを醸成する屋台村を展開し、にぎわいを創出したいと考えておりま
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す。 

 田んぼアート、新たな山城をイメージした展望台、中世屋台村の3つ

の施設を称して、施設全体の名称を元就新城下ということで展開を図り

たいと考えております。 

 また、元就村を再現する中世城下町のイメージを持って、元就公のお

膝元である郡山城や歴史民俗博物館、墓所等への送客につなげていきた

いと思っております。 

 議員御指摘のように、毛利元就新城下については、それじゃ中身が薄

いかもわかりませんけれども、これから始めるんで、新たな検討委員会

なんかにおいてもこの議論を一緒にしていきたいと思いますので、どう

か御理解を賜りたいと思います。 

 一定の報告書をもとに、丸のみして報告したいうこともございますけ

れども、このことはしっかりとこれからも検討材料にしていきたいと、

かように思いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  市長は平成9年に吉田町長時代、ＮＨＫで毛利元就が放映されたとき、

吉田町長として元就村運営の陣頭指揮をとっておられましたが、当時こ

の元就村が学術な検証がされていないので、価値が認められず、随分苦

労したと言われていましたが、田んぼアートをつくられる元就新城下も

全く同じことになります。 

 次の質問に移ります。 

 市長は、田んぼアート事業を成功させるために、職員の体制も充実さ

せて臨んでいると言われていますが、この2年間の事業の進捗状況を見

ると、開業スケジュールより大幅におくれていますし、解決しなければ

ならない課題が余りにも多く残されているように思います。 

 特に、一番心配するのは、公設民営の体制が整っていないということ

と、田んぼアート予定地でまだ一度も田んぼにアートを描いたことがな

いということです。私は田舎館村以外にも4カ所の田んぼアートを視察

に行きました。やっている方の意見を聞きましたが、どなたも口をそろ

えて、田んぼアートをやってみようと思うなら、まず田んぼに絵をかい

てみなさいと言われました。 

 昨年9月の一般質問でもそのことは指摘していますが、それがことし

の美土里町での実証実験に全く反映されず、2カ所の田んぼがありなが

ら、2カ所とも同じ時期に直線で植えられているので、作図、設計、測

量等の技術習得もできていませんし、美土里町の実験圃場と吉田町の田

んぼアート候補地の気温、水温、土壌の違いなどの検証もできていない

のが現実です。 

 また、2020年の開業には、1町4反の田んぼにアートを描くというのに、

来年は田んぼアート候補地の2反4畝だけ、アートを予定しているという

ことです。入場料をいただくからには、オープンの1年前から1町4反の
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田んぼアートで検証しておかないと、再来年ぶっつけ本番で1町4反の田

んぼアートをやって、入場料をいただくというのは余りにもリスクが高

過ぎると思います。 

 また、公設民営の件も、運営主体となる実行委員会とのいろいろな条

件の取り決めも必要ですし、そのための時間も考えると、開業スケジュ

ールの見直しが必要だと思います。 

 昨日の予算決算常任委員会でもこの件については同僚議員からも多く

の意見が出されましたが、開業スケジュールの見直しについて市長はど

のように考えておられるか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 道の駅整備事業につきましては、ハード面では工事発注準備、ソフト

面では運営組織の母体設立に向けて協議を行っているところでございま

す。 

 田んぼアート事業につきましては、運営組織設立など課題はあるもの

の、今後も引き続き関係団体等と協議を行い、2020年開業に向けて鋭意

努力して取り組んでまいりたいと考えております。 

 御指摘のように、ちょっと課題はあるとおっしゃるんですけれども、

今の考え方は私先ほども御説明申し上げたように、まず田んぼアートと

いうのは、実際見せるのには2、3年かかるんだから、その間のつなぎを

ちゃんとしとこうじゃないかということなんですよ。思ってるんですよ。

じゃけえ、例えば石アートは先に先行して、神楽の絵とか毛利元就を先

行しとくのもええと思います。子供たちにペットボトルを配って、各小

学校で神楽の絵とかをしてもらうのもええと。それも御指摘のように田

んぼを使わにゃ意味がないわけで。そういうことをしていくことが市民

参画につながると思うんですよ。100点じゃなくてもいいから、こうい

うようなことを取り組みながら、その2020年目指していきたいと思って

います。 

 ただ、2020年というのは、やっぱり日本にとっては節目の年で、観光

客も来ると。オリンピックもあるということなんで、そこを目指してい

るということなんで、そのこともできることはしていきたいと思ってい

ます。今私指示していることは、ちゃんとした地元参画型のアートをし

っかりと考えていこうじゃないかということです。 

 御指摘のように、ほいじゃ10万人すぐ来るんかと言ったら、今の体制

で言ったら、美土里町で圃場やったといって、なかなかならん。ええア

ートができるかわからんと。この検証については、私も田舎館村行った

んですけれども、時間がかかるとおっしゃってました。あの辺は、やっ

ぱりこう、何ていうかな、市民参画型があるんで、この辺のところをし

っかりとこれからもやっていかにゃいけんと。稲にこだわらず、やっぱ

り今のペットボトルアートとか、こういうことを考えながら、一応とり
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あえず、2020年については努力していきたいということでございますの

で、御理解賜りたいと思います。 

 やりよったら、これどうしても見せるもんができんよ言うたら、延ば

してもやむを得ないかもわかりませんけれども、とりあえずは大きな日

本の節目である、そこを狙っていくんだということで、御理解してもら

いたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  私はいきなり田舎館村のような日本一を目指すのでなく、身の丈に合

った田んぼアートから始めていくのが市民の理解と協力を得る一番の近

道であり、そういう事業こそ、財政負担をかけず、長続きする事業にな

ると思います。 

 2番目の質問に移ります。 

 労働人口の減少が大きな問題として取り上げられている中、外国人労

働者の受け入れ拡大を図る、入管法改正案が本国会で審議され、12月8

日に可決されました。これを機に、労働力不足に悩む各市町で外国人労

働者の受け入れに拍車がかかることが予想されます。 

 本市においては、浜田市長が外国人の受け入れに積極的に取り組むと

いう方針のもとで、他の市町に先駆けて、2010年に人権多文化共生推進

室を設置され、2013年度から2017年度の5年間の多文化共生推進プラン

を策定され、外国人市民と日本人市民が互いに違いを認め合い、支え合

うまちづくりを基本理念に掲げ、事業に取り組んでこられました。 

 最近では、多文化共生への先駆的な取り組みをされてきたということ

で、テレビや新聞雑誌などで、再三、安芸高田市が取り上げられ、大変

喜ばしいことだと思います、多文化共生推進プランに取り組んでこられ

た5年間を振り返って、特にここがよかったという成果とここは少しや

り残したという課題があればお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「多文化共生に取り組んできた5年間の成果と残された課

題」についての御質問にお答えいたします。 

 平成25年3月に第1次多文化共生プランを策定いたし、平成30年3月に

は第2次多文化共生推進プランを策定いたしました。 

 その成果として、1点目は第2次プランを作成するに当たり、アンケー

ト調査を実施した結果、共生に肯定的な意見が前回調査より約2割アッ

プして、8割の方が外国籍の方と共生するのはよいという結果が出てま

いりました。これは市民に対しての多文化共生の取り組みが理解された

結果だと思います。 

 2点目として、本市の相談員の献身的なサポートにより、外国籍の方

が本市に持ち家を、これまでの間、14棟取得されました。このことは大

きな実績として評価できることと思います。 
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 課題といたしましては、第2次プランにも掲げております、これまで

の安全・安心なまちづくりをより推進するとともに、次のステップとし

て、移住・定住をしたくなる魅力的な地域づくりのために、各種施策に

掲げた事業を着実に行うことが重要であると考えております。 

 先ほども言いましたけれども、10年前の多文化共生をやったときには、

市民の皆さんは、外国人とそんなにつき合わんでもええじゃないかとい

うような御意見だったんですけれども、現在の調査では、やむを得ない

んじゃないかということです。 

 私は、この今の少子高齢化を乗り越えるためには、外国人が好きとか

嫌いじゃなしに、外国人がおらないと、うちの介護とか農業とか、それ

から工業とかが維持できないよということでございます。このことをし

っかり市民の方々も理解していきたいなと思います。 

 我々、日本人は、外国人というのはやっぱりこう積極的におってもら

わんでもええと。いわゆる閉鎖的になるんですけれども、このことは自

分が好きとか嫌いじゃなしに、世の中がこういうように変わってきとる

んだと思っております。このことによって、この安芸高田市の人口減対

策によって、非常に貢献できるんだと思ってます。 

 この今ですね、実は南条工業とか工場がですね、10人ぐらいベトナム

人が来て働いてますよ。あるところは今度ブラジル人が来てます。これ

がなかったら、工場はつぶれますよ。つぶれるだけならいいんだけれど

も、安芸高田市の市民の皆さんの職場がなくなりますよ。こういう深刻

な課題でございますので、やっぱり市民の皆さん方もここはちゃんと理

解しながら、やっぱり協力してもらいたいと。 

 第2次プランでは、今までは住んでおる方々に住みやすい宗教とか食

生活を理解しながらということだったんですけれども、今度は、住んで

もらうための、いわゆる具体的な施策も考えていきたいと思っておりま

す。例えば住宅を建てられるんだったら、うちの市民と同じような支援

もしていこうかとかですね。このことは他市町に比べて多文化共生の進

んだ町だということになると思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。これはしっかりやっていけば、広島市とか東京都が、人口減対

策で、就労に悩んでも、うちだけはちゃんと人が集められる世界ができ

ると私は思ってますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  市長が言われるように、安心・安全がキーワードだと思いますが、そ

れに仲よく楽しくがプラスされれば、安芸高田市の外国人にとって、ナ

ンバー1、安芸高田市が外国人にとってナンバー1の町になれると思いま

す。 

 次の質問に移ります。 

 安芸高田市においては多文化共生推進に関する取り組みの成果として、

安芸高田市民の意識の変化が挙げられると思います。外国国籍の方が安



53 

芸高田市に住むことをどう思うかというアンケートに対して、平成22年

度はよいと思うという方が30.8％だったのに対して、29年度は48.4％に

上がっています。同じく外国国籍の方と共生するとよいことがあると思

いますか、という問いに対しては、22年度は思うが60.7％だったのが、

29年度は82％に上がっています。5カ年計画の多文化共生推進プランを

職員の方を初め、関係団体や地域の方が地道に力を合わせて推進してこ

られた成果だと思います。多文化共生推進に、いち早く取り組んできた

本市のアドバンテージを生かして、外国人の移住・定住を促進していく

ためには、住宅教育、就業の支援にさらに力を入れていくべきだと考え

ます。多文化共生推進課を中心にして、地方創生推進課、住宅政策課、

教育委員会、商工観光課、総合窓口課、などが横断的なプロジェクトチ

ームをつくることによって、外国人の移住・定住により効率的な支援が

できるのではないかと思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「横断的プロジェクトチーム」についての御質問にお答え

します。 

 議員御指摘のとおり、外国人の移住・定住を促進していくためには、

住宅、教育、就業の支援だけじゃなく、それぞれの分野の担当課と横断

的な協力が必要であることがもちろんでございます。効果的な支援施策

を促進するためにも、関係部署との協議を重ねる必要があると考えてお

ります。 

 本市における外国籍市民だけでなく、移住・定住のためには何が必要

か。またどのような体制づくりが必要かについて、検討していきたいと

思います。 

 議員御指摘のように、多文化共生推進課だけじゃなしに、全体的なや

っぱり連携をとって、しっかりとした受け入れ態勢をつくっていきたい

と思っております。そのためには、やっぱり一番困るのは、日本の法律

はやっぱり多文化共生、韓国では住んだら移住できる、定住できるよう

になっとるんですけれども、日本ではできないんで、このたびの安倍さ

んの中でも、3年を6年にしようかということをやってるんですけれども、

住んだ方を正社員にするとか、住みやすいことはないんですよ。 

 このことが大きくおくれをとっとるということになるんですけれども、

我々は法令を遵守せにゃいけんわけなんで、このことを踏まえながら、

今のこのことも考えていきたいと。日本の法律を遵守しながら、外国の

方々に日本がええと言ってもらうにはどうすりゃええかということをし

っかり考えにゃいけんです。住んでくださいと言っても、今結婚以外は

住んでもらえんと。技術の習得以外はですね。だから、このような日本

の法律の中でやらにゃいけんということだけ御理解してもらいたいと思

います。非常にハードル高いと。ただ、それを超えてでもしっかりしな

いと、この安芸高田市は沈没してしまうということでございます。 
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 しっかり頑張っていきますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 私個人的には、人口減対策は、外国人の方が住んでもらっても、人口

減対策になると思うんです。増に。そういう気持ちでしっかり外国人を

大切にしながら頑張っていきたいと思いますので、どうか御理解を賜り

ますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 多文化共生推進課の課長や係長さんに、多文化共生推進プランの話を

聞いていると、多文化共生推進員、相談員、翻訳員の方の活躍が外国人

との信頼関係づくりに大きな成果を上げているということでした。その

中でも相談員の上岡真理さんという職員は、29歳の時ブラジルから日本

に移住してこられた方で、ポルトガル語ができるので、43歳の時に安芸

高田市に相談員として採用されて7年目になるそうです。上岡さんは日

系ブラジル人の移住者が安芸高田市で家を購入するのに、必要なアドバ

イスやいろいろな手続を支援してこられて、今までで10件以上の方が家

を購入したという話を聞きました。 

 市役所の中では、外国人の方の定住促進に大活躍するスーパーウーマ

ンだという評判でした。早速上岡さんのところに行って話を聞いてみま

した。 

 上岡さんは、日系2世の方で、29歳までブラジルで生活して、その後

日本に移住され、日本に来て21年になるということでした。安芸高田市

にはたくさんのブラジル人の方がおられるので、主にその方たちの相談

員として仕事をされているということでしたが、彼女はブラジルで約30

年、日本で約20年暮らしているので、通訳をするだけでなく、話の中で

ブラジルの人の気持ちがよく理解できるのが自分の強みだと言っておら

れました。 

 相手の気持ちに立って対応されるので、安芸高田市に来られたブラジ

ル人の方は安心して何でも上岡さんに相談できるということで、信頼関

係をしっかり築いておられることを知り、とてもすばらしいことだと思

いました。広島で初めてできた多文化共生推進課の取り組みを市内だけ

でなく、広く市外や県外にもＰＲし、他の市町から外国人の移住・定住

を促進するためには、市内の外国人だけでなく、市外の外国人との交流

の機会をふやしていくことが大切だと思います。交流事業をもう少し拡

充していくためには、予算の裏づけが必要だと思います。また。上岡さ

んのような相談員の育成にも積極的に取り組んでいき、多文化共生のし

っかりした土台をつくっていく必要があると思いますが、市長の考えを

伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「多文化共生推進に係る交流事業の拡充、相談員の育成」
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についての御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、交流事業の拡充と相談員などの育成は重点課題

でございます。それについては、第2次安芸高田市多文化共生推進プラ

ンにも掲げておるところであります。 

 これまで積み上げてきた実績を基礎として、外国人市民が支えられる

側から、支える側に立ち、地域の発展を支援し、活躍する場をつくるこ

とで、誰もが安全・安心に暮らせる地域づくりが構築できるよう、交流

事業を推進してまいりたいと考えております。 

 多文化共生相談員につきましては、現在、1名体制でございますけれ

ども、年々相談数も多くなり、現行の体制にも課題があると思っており

ます。多文化共生相談員は、外国籍市民の生活に寄り添い、支援のため

に大きな役割を担い、これまで外国籍住民の定住実績に大きく貢献され

ております。その意味においても、体制づくり、相談員の育成は重要と

考えておりますので、人員補強につきましては今後の課題にして、次の

予算までには検討していきたいと思ってます。 

 さっき上岡さんが出たんですけれども、彼女ですね、非常に貢献して

もらって、うちの住んでるスペインの方がブラジル人じゃなしに、三次

とか庄原とか、広島市の方も彼女を頼って来とるんですよ。頼って来と

るだけじゃなしに、うちへ今度は住居で住んでみたり、非常に、我々が

頭の下がる事業を展開されとるんで、彼女のことを少しでも仕事ができ

るような仕組みづくりがこれから大事だと思っています。このことがや

っぱり人口減対策に大きく寄与できるんじゃないかと思ってますので、

よろしくお願いします。議員の御指摘の全くとおりでございますので、

よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  市長のほうからも話がありましたが、その上岡さんの話を聞いた後、

よその市や町から仕事の話があっても、絶対行かないようにとお願いし

たら、ほかの町の市長さんや町長さんとは話をしたことがないけれども、

浜田市長さんはしょっちゅう職場に話しに来てくれるので、私は安芸高

田市で働きます。と力強いことを言っていただきました。市のトップに

仕事を評価してもらって、関心を持ってもらうことはとても大事なこと

だと思いました。市長には、きょうも職場訪問をお願いしたいと思いま

す。 

 次の質問に移ります。 

 第1次多文化共生推進プランで、外国人の方の受け入れについては、

一定の基礎ができたと思います。次の第2次プランでは、常に他の市町

の一歩先を行く安芸高田市であり続けるための魅力的な施策が必要だと

思います。外国人の方が単に労働力としてだけでなく、地域の一員とし

て安全・安心に活躍できる地域をつくっていくために、第2次プランで

取り組んでいこうと思っておられる主な施策について伺います。 
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○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「外国人の方が安全・安心に活躍できる地域づくりのため

に取り組んでいく主な施策」についての御質問にお答えいたします。 

 第2次安芸高田市多文化共生推進プランには、子どもたちの学習支援、

日本語教室の充実、多言語学習の機会の充実、地域コミュニティでの共

生促進、そして緊急時と災害時に安心できる体制の構築の5つの施策を

掲げております。 

 具体的には、継続した子供の学習支援、学習支援者の育成、市民が互

いに学び合う場の充実、まちづくりを推進するコーディネーターの育成、

防災訓練への参画啓発など、各種施策を確実に実施する計画でございま

す。 

 とりわけ、緊急時と災害時における支援体制の構築は、喫緊の課題で

あります。災害時に多言語による避難情報の発信など、積極的に取り組

んでおるところでございます。また、本市のホームページを多言語で閲

覧できるよう、取り組みを進めてまいる所存でございます。 

 いずれにしても、今おる外国人の方をちゃんと思いやりを持つという

ことは、非常にこれからのまちづくりにつながってくるということでご

ざいますので、御理解を賜りたいと思います。特に、先般も対策協議会

の中で、外国人の対策について思わんかったんじゃないけれども、ちょ

っとこっちへあったわけです。向原行ったらね、外国人の方が避難しと

ってんですよ。これなんで見たかいうたら、国際交流会の方のホームペ

ージを見て来たということだったんで、我々も市民の方も大事ですけれ

ども、外国人も考慮に入れた防災対策をしてあげないといけんというこ

とでございますね。 

 ほいで、私一番来年度考えているのはですね、こういう施策の展開は

します。例えば、市民の方々にやってる支援を外国人の方もやろうとい

うことを思ってるんですけれども、まず考えにゃいけんことは、意思の

疎通です。意思の疎通がしっかりできれば、この多文化共生はいくと思

います。ただ、この意思の疎通を英語を教えてとか、ドイツ語を教えて

とか、ベトナム語を教えるんじゃなしに、みんなができるようなこと。

80歳の方でも外国人と話ができるようにしたいと。そういうことの施策

を広島県で初めて私が展開しようと思うんですよ。名前は決めてません

けれども、市民総ガイド構想と言ってるんですけれども、こういうこと

言ってるんです。どういうことか言うたら、今まで語学といったら、教

室をつくって文法を教えましょう。先生がおって教えると。こういうこ

とをやると、市民の方々に言っても、講習してくれんのんですよ、全然。

市民の方が。今さら何を言っとるかと。80歳とか60歳のおばあちゃんが

英語は習わんよと言うからね。本当言うたら言葉というのは、語学を習

って、顔を見ながら言うのが言葉なんですけれども、これはこっち置い

とって、まずは外国人の方々とか、今度教育基本法が変わって、小学校
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の子供が家へ帰って英語を習うてきとるんですよ。おじいちゃん、おば

あちゃんが逃げよっちゃいけんよ。外国人の方が来られます。ちゃんと

年寄りの方、私を含めて話ができるシステムをつくりたいんです。この

ことがこの事業を一番推進することになるんですね。やっぱり。 

 ごみの捨て方でも、教えてあげればちゃんと捨ててんですよね。うち

の隣じゃ中国の方が、植木へ持ってってパンツを干しよってんです。向

こうじゃこれ全然常識の話なんですよ。だけど、ちゃんと日本じゃこれ

やばいんですよって教えてあげたら、ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄって言うわ

けですよね。このことをやろうと思ってます。それどうするか言うたら、

私が一番考えてるのは、原体験という言葉がございまして、語学とか英

語とかドイツ語はこっち置いとこうと。勉強したい人はしてくださいと。

できん人はそうじゃなしに、まずは言葉の伝える原点である身ぶり手ぶ

りでもええんだと。相手に対して。ドイツの方々にあなた好きだと言っ

てたら、絶対好きと伝わるそうですよ、絶対。嫌いとは伝わらんと。ま

あ、このことを訴えたい。 

 それと合わせて、今私考えてるのは、年寄りの方とか皆講習会しよう

思うのがね、スマホ。スマホの中に、今翻訳機がついとるんですよ。中

国語から日本語。日本語からベトナム語。そのことを、ボタンを押すこ

とによって、コミュニケーションできるんです。このことをしっかりや

っていけば、なかなか今までのこの事業が進まんということでごみを捨

てなさいということを紙に書いてから、書いとるんですよ。これだけな

んですよ。そうじゃなしに、言葉で言ってやると、なかなかいいと思っ

てる。これを徹底しようと思ってます。これは、広島県で初の試みです

けれども、簡単なようで一番大事だと思うんです。このことをやってい

けたら三次とか庄原とか広島市に負ける町にはならんと思うんで、これ

を徹底して市民の方に協力してもらおうと思ってますので、よろしくお

願いします。 

 このことは、今新しく考えてる事業の展開と言われたんで、こういう

ことも考えてるんだということをお願いします。そのために市民が協力

して、80歳のおばあちゃんも60歳のおばあちゃんも、私には教えてくれ

と、私が行ったらベトナム人でも相手話しちゃろうと。ぱっとできるん

ですよね。これ。そういうことをしっかりやっていきたいと。うちは語

学は必要だと言ってるんですけれども、これはふつうの状態でやったら

ええんだけれども、なかなか今の年とっとる人なんかには、なじみが薄

いんで、スマホと原体験を活用した安芸高田市流の、いわゆる総ガイド

構想をつくっていきたいということでございますので御理解を楽しみに

してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  ベルギーのメヘレンという町の市長さんが、移民対策として、移民の

孤立化を防ぎ、社会に溶け込んでもらうために、バディ制度という政策
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をとって、町を変えたという話を聞きました。バディとは英語で相棒を

意味するそうです。この制度では、この町に新しく住み始めた移民が地

元の住民とペアになって、現地で話をされているオランダ語でコミュニ

ケーションしながら、町を案内してもらったり、お互いの国の料理をつ

くりあったりするそうです。この制度への参加を希望する移民とボラン

ティアの方の双方の聞き取りを行って、組み合わせは市が決めるそうで

す。この制度を継続していくことで、町全体の雰囲気がよくなったとい

うことです。 

 私の家の前には、8人の中国人の方がおられます。会うとお互い挨拶

はするのですが、中国人の方も私も何かきっかけがないと、それ以上の

話はなかなかできません。市でこういう制度を取り入れて双方を紹介す

る窓口になってもらえれば、安芸高田市に移住して来られる方と外国人

の方のコミュニケーションがよりスムーズにとれるようになると思いま

す。こういう制度について、市長はどのように考えておられるか伺いま

す。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘のように、成果があったら取り入れていきたいと思います。勉

強して、成果があるならということです。 

 まず私がさっき申したのは、どう言うてもコミュニケーションという

のは言語ですから、言語のことをやると言ってたんですけれども、これ

と並行してそういうことの窓口要るんかもわかりません。総合的に考え

ていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 芦田宏冶君。 

○芦 田 議 員  先日、市の工業会の会長と外国人労働者の件で話をしていたら、北海

道の新聞社の記者が安芸高田市の外国人労働者の件、また多文化共生推

進プランの件で取材に来られたいうことでした。その記者の方は美土里

町の技能実習生のおられる企業を取材して、当初は安い労働力で雇用し

ているくらいしか思っていなかったが、企業が技能実習生の方を日本の

社員と同じように、むしろそれ以上に丁寧に対応していることにびっく

りしたと言っておられた、という話を聞きました。外国人労働者の約

60％は技能実習生です、市だけでなく、企業も外国人労働者の受け入れ

に大きな力を発揮しておられることを聞き、とてもうれしくなりました。

市と企業が外国人労働者の受け入れに対して、力を合わせることでもっ

ともっとよい町になると思いました。 

 私も上岡相談員のようにはなれなくても、外国人の方に少しでも頼ら

れるような存在になりたいと思います。 

 質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、芦田宏冶君の質問を終わります。 

 この際、13時15分まで休憩といたします。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時０７分 休憩 

午後 １時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 1番 新田和明君。 

○新 田 議 員  1番、新田和明です。 

 通告に基づき、大枠2点について、質問いたします。 

 ことし7月西日本豪雨で、安芸高田市は甚大な被害をこうむりました。 

 市は災害復旧のため、財政調整基金の7億2,551万5,000円を取り崩し、

災害費用に充てられた現実であります。財政状況が厳しい中で、市民の

ため緊急対応されたことはありがたいことです。市民からも感謝の声を

伺っております。 

 そういう状況の中で、私は収入を少しでもアップする取り組みとして、

税外収入をふやしていくことについて質問します。 

 平成29年12月定例会で質問させていただいた屋外広告物の税外収入に

ついて御答弁の中に、多くが市内企業であり広く周知を行い今後、適正

な設置、徴収がなされるよう努めてまいりますと。30年度の取り組みと

現状について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 現在の屋外広告物の取り組み状況でございます。今まではホームペー

ジや広報により周知啓発を行っておりましたが、今年度より、より多く

の市外の企業へ周知啓発を図るため、安芸高田市のＦａｃｅｂｏｏｋに

も申請許可が必要である旨を掲載したところでございます。 

 許可件数等の平成30年度の見込みでございますが、許可件数としては

87件、金額としては79万3,490円を見込んでおります。平成29年度と比

較しますと、2,000円程度の微増でございますが、年々増加傾向にあり

ます。 

 また、広島県屋外広告物条例の改正により、来年の10月1日から管

理・安全点検の義務化が明確化されました。 

 安芸高田市におきましても、県条例改正による安全点検等の義務化の

周知、及び無許可広告の調査方法の検討もあわせて進めてまいりたいと

考えております。 

 今後とも、適正な屋外広告物の設置がなされるよう努めてまいりたい

と思いますので、御理解を賜りますようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  市長から御答弁をいただいたんですが、昨年と比べて2,000円程度で
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はありますが、微増でアップということでは理解はさせていただきます

が、まず提案をここで3点させていただきたいと思います。 

 グーグルマップを活用して、地域を限定して、ある程度そこで情報が

とれるんじゃないかと思います。それがまず1点目。2点目として、無人

飛行ロボット、ドローンを使って撮影する方法。3点目、商工会、工業

会など企業訪問し、そこでしっかりと仕分けしていく方法。この3点、

まずできることから始めていただきたいと思います。 

 先ほど市長からあったように、県条例改正に伴い、2019年10月1日か

ら建築物4メートルを超えるものや表示面積が10平方メートル超えるも

のに関しては、管理者が義務化され、安全点検が市に報告されることと

なり、管理者とは屋外広告士、建築士、電気工事士、電気主任技術者等

となります。来年度は目標を明確にされ、取り組まれるよう政策提言と

させていただき、次の質問に入ります。 

 安芸高田市広告掲載事業実施要綱の中に、市の資産を広告掲載媒体と

して有効活用し、民間企業等の広告の掲載または提出することにより、

市民サービスの向上のための新たな財源を確保するとともに、地域経済

の活性化に資することを目的として実施するとあります。 

 そこで、11月末現在の安芸高田市公用車両のうち、消防団、及び消防

車両を除く車両が一般68台、事業者用39台、貸し出し用31台で、合計

138台の状況であります。公用車に対し、広告収入や税外収入としてラ

ッピング広告やマグネット版広告を行い、新たな税外収入の仕組みを取

り入れてはいかがでしょうか。 

 特に、お太助バスやお太助ワゴンは効果があると考えます。仮にバス

5台、月5,000円、一般車両50台、月4,000円の広告収入と、1台当たり1

平方メートル530円の屋外広告物手数料を加算すると、272万9,150円の

年間の税外収入となります。市長のお考えを伺います。もちろんここで

は、市の覆面調査用のそういった車が必要と理解はしております。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「公用車を利用した有料広告掲載」についての質問にお答

えします。 

 本市では、市の資産を広告掲載媒体として有効活用し、民間企業等の

広告を掲載することにより、新たな財源を確保すること等を目的として、

安芸高田市広告掲載事業実施要領を策定いたし、既に広報誌、ホームペ

ージ、納付書及び封筒への民間企業等の広告を広く掲載しておるところ

であります。 

 この実施要領において、市が所有する施設や公用車等の財産も広告掲

載媒体として活用することは可能になっておりまして、とりわけ公用車

への有料広告掲載は、税外収入確保の観点から有益であると認識をして

おります。 

 第2次安芸高田市行政改革大綱に基づく推進実施計画へ、広告掲載事
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業の促進を改革の実施項目として掲げ、平成22年度から26年度の5年間

実施いたしました。公用車及び庁舎の壁を利用した広告掲載につきまし

ては、中山間地域の市町では、実施例が少ない状況であり、引き続き検

討していくこととしております。 

 このことからも、本市で実施する場合、広告主である民間企業側にと

って、どれだけの広告宣伝効果やメリットがあるかを未知数なところが

ございます。県内の先進自治体における事例や課題等、検証を行いなが

ら、公用車への有料広告掲載について引き続き検討していきたいと思っ

ておりますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  近隣市町等よく見ながら検討してまいりますという答弁ではありまし

たが、私が思うのに、特に市長が乗車される公用車に関しては、さまざ

まな地域に行かれるということも含めて、安芸高田市の歴史文化の中心

に、毛利元就や神楽が代表されると思います。市の顔として神楽バージ

ョンで元就、それから元就の子供たち、隆元、元春、隆景3兄弟、いか

がでしょうか。 

 安芸高田市から北広島にも三原にも出てます。本当にここが中心なん

だということを市長の車をもって、訴えていただきたいと私はそう考え

ます。車全体でラッピングし、安芸高田市のＰＲと広告募集を表示して

いただく方法、他の市町が積極に取り組まない中を安芸高田市は発展に

かける本気モードを見せつけていただきたいと思いますが、再度市長あ

ればお答えください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  これは市全体で取り組むということになってくると、職員の意向とか

ございますけれども、私の車ということになると、非常に意向も私が判

断すりゃあええということになるんで、非常にたやすいと思いますけれ

ども、このことについては前向きに考えさせてもらいたいと思います。

議論の対象にしたいと思います。どこがどうやっとるかとか、効果がど

のくらいあるかとかいうことを考えていきたいと思いますので、御理解

をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  それでは、次の質問に入ります。 

 安芸高田市吉田運動公園、吉田サッカー公園、吉田温水プール、神楽

ドームなど、本市は資源が豊富であります。企業広告の看板設置やネー

ミングライツ導入へのお考えはないでしょうか。29年実績でこの4施設

だけでも年間約17万人が来場している状況を商工会、工業会、ふるさと

応援の会、またさまざまな方、皆さんに呼びかけ、広く公募し、看板設

置や命名権を企業に付与することになれば、地域の宣伝効果と施設維持
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管理費軽減につながると思います。スポーツ施設や市民公園、公共市民

施設など年間70万から100万くらいが見込まれると私は思います。 

 とりわけ、吉田サッカー公園はテレビ局など、メディアの取材も多く

宣伝効果は高いと想定しますが、お考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「企業広告の看板設置やネーミングライツ導入」について

お答えいたします。 

 先に答弁いたしましたとおり、安芸高田市広告掲載事業実施要領にお

いて、新たな財源確保のため、市が所有する施設、構造物、土地等を広

告掲載媒体として活用することは可能となっておりますので、企業広告

の看板設置についても、税外収入確保の観点から有効であると思います。 

 しかしながら、公用車への有料広告掲載と同様に、広告主である民間

企業側にとって、どれだけの広告宣伝効果やメリットがあるのかは未知

数なところがございます。これらも県内の先進自治体における事例や課

題等の検証を行いながら引き続き検討していきたいと思います。 

 ネーミングライツ導入による契約料収入は、厳しい財政状況を勘案い

たしますと、施設運営等の維持管理費や運営費等確保につながると考え

ますので、導入については安芸高田市広告掲載事業実施要領の改正を含

め、検討していきたいと思います。 

 市が思うのは勝手だけれども、ちゃんとスポンサーがついてくれにゃ

困るんで、サッカー公園を100万円やるから受けないかと言われれば、

すぐのりたいような気がするんだけど、果たしてそういう人がおるかど

うかなんで、こういうことを踏まえて、やっぱりしてみたいと。そうい

うことがちゃんとあれば、これからの行政としてやぶさかじゃないんか

と思いますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 これを今まで田舎の行政がこういうことやったことがないんで、やっ

ぱり初めてのことなんで、しっかりと検討をしていきたいと思いますの

で、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  新たな財源確保で有効と考えるという市長のお言葉だったと思います。

あと啓蒙活動、民間に対してどうやっていくかということが大きな課題

ということを理解はしておりますが、会社っていうのは社会貢献という

のは、社是とかいろんな形で、さまざまうたっております。どうかそこ

へしっかり訴える方法としてどうかなということで、安芸高田市の商工

会加入の企業は、昨年は700社だったのが、直近では654社の状況であり

ます。啓蒙活動は大変とは思いますが、市内外の企業に訴えていく価値

のある事業だと私は考えます。 

 ネーミングライツ、先ほど市長もおっしゃいましたが、工業施設の名

前を付与する命名権と附帯する諸権利のことをまず言いますと、具体的
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に言うと、スポーツ施設などの名前に企業名や社名ブランドをつけるこ

とで、工業施設の命名権を企業が買うビジネスです。 

 最初にネーミングライツが行われたのは、2003年の東京スタジアムが

味の素スタジアムに変更されたものであります。また、12月1日ふるさ

と応援の会、4地区総会に私は参加させていただきました。広島、関東、

関西、地元本部の取り組みについて、活動報告される中で、安芸高田市

への熱い思いを聞かせていただきました。本市として、応援の会、各支

部からの返事待ちではなく、さらにグリップ力強化に向け、提案ではあ

りますが、安芸高田市東京事務所を設置してはいかがでしょうか。計画

的にふるさと応援の会会長や副会長、会員の方と企業訪問し、新事業の

ＰＲやさまざまなイベント案内、支援事業のお願いなど、スピード感の

ある対応が可能になり、またこういったネーミングライツも可能になる

と私は思っております。 

 年間1,500万程度の費用がかかるとは思いますが、この点について市

長どのようにお考えか、お伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今安芸高田市の東京事務所をつくったらどうかという御提案でござい

ますけれども、現在既に県とか政令市とか、それはつくっております。

日本の情報というのは、やっぱり東京が一番多いんで、非常に効果があ

ると思うんですけれども、その情報を活用できるかどうかというのもあ

るんで、その辺のところはしっかりと検討した上でしていきたいと。今

の、サテライトオフィスでも、もう大体我々のところへ3社とか4社来て

ますけれども、直接東京で話す言ったらまた効果も出てくるんで、こう

いうようなとこを踏まえながら効果を考えていきたいと思います。 

 これいいことなんだけれども、やれということになってくると、ちゃ

んと人件費もかかってくるということなんで、効果も考えていかにゃい

けんと思います。慎重に考えていきたいと思います。 

 小さい町では今んとこはつくっていないと、これ売りです。それから、

大きな町、例えば広島でやっとるのは、呉市と福山、と広島市、だけが

東京事務所がございます。まあ、うちらでもやるんだったら、やっぱり

何をするんかということをしっかり明確にしていかにゃ困りますんで、

検討させてもらいたいと思います。どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  さまざまなアンテナショップということで、東京にはたくさんそうい

ったのが広島県でも出ておりますが、私は公共団体として小さい3万人

の町ではありますが、どうか日本の中心軸と言われれば東京で、安芸高

田市がこんな田舎でも先進地並みのことをやってるんだということをど

んどん市長にはしゃべっていただきたいというふうに考えています。 

 次の質問に入ります。 
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 2020年から本格的にスタートする携帯電話は、第5世代と言われてお

ります。電波の特質として飛距離がないため、複数の基地局の設置が必

要となります。海外においては費用効率で既に携帯電話会社の基地局の

シェアリング、これは複数社が1本の基地局にまとまるということなん

ですが、シェアリングも始まり、今後日本においても大手携帯電話会社

の基地局共有化が始まる可能性や、総務省も不感エリア解消に向け、検

討されているところであります。 

 本市において、11月現在、大手携帯電話会社の基地局として電柱敷地

6カ所の貸し出しや使用許可を出され料金として9万170円徴収されてい

ますが、積極的に底地の貸し付けや新事業として電柱貸し付け事業は検

討できないものでしょうか。お考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「新事業としての電柱貸し付け事業の検討」についてお答

えします。 

 スマートフォンを初めとした携帯通信端末が普及拡大していることに

より、市が保有しております土地及び建物の一部を携帯電話基地局設置

用地等として電気通信事業者へ貸し付け等を行っております。 

 スマートフォン等では、通話ができることのみならず、防災に関する

さまざまな情報を得ることも可能で、防災ツールとしても大変有益であ

りますことから、設備設置用地等のための土地等の借り受け依頼がある

場合には、積極的に貸し付けで対応させていただいております。 

 よって、電柱は電気通信事業者自身が必要とされる場所へ、設備とし

て建設されるものと考えますので、従前のとおり、土地等の貸し付け等

で対応させていただきたいと考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  底地の貸し付けということでありましたが、私なりにちょっと試算し

てみました。本市において現在、大手携帯電話会社の基地局が3社それ

ぞれが大体100本ぐらいと推定されております。予算的には小規模局350

万から500万、中規模局700万から1,000万、大規模局2,000万から2,500

万とも言われております。中規模タイプで1本1,000万円と仮定して、延

べ51局建設したら6億円の費用、20年間で償却資産として月6万円以上で

20年貸し付けすれば、7億2,000万円以上の事業で、2億2,000万円の収入

となります。 

 本市の所有財産施設や教育委員会所管の建物付近など、50カ所以上有

効と考えられる候補地もあり、研究していく価値は十分あると思います

が、再度市長にお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  この税収外収入で魅力あって、電柱貸し付けでも魅力あるんですけれ

ども、具体的にどういうことかがしっかりわかってないんで、勉強不足

で申しわけないです。ただ、これが本当にちゃんとお互いのためになっ

て、企業のためになって、その7億等の収入になるんであれば、本気で

検討してみたいと思います。ちょっと勉強させてください。 

 いろんな検討するんですけれども、我々は今言われているのは、こう

して設置を貸すのもいいんじゃけれども、電気通信のスピードとかこう

いうものはしっかり考えていかにゃいけないので、総合的に考えてこの

ほうがベターであるかどうかというのも検討させてください。非常に新

しいことなんで、幹部会等で意義を検討させてください。 

 非常にいいことであれば、前向きに考えていきたいと、かように思い

ますので、勉強不足で申しわけありません。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  前向きに本気で検討していきたいということの答弁で理解させていた

だきました。いろんな情報が入れば、しっかり執行部のほうへお持ちさ

せていただいて、ぜひとも検討いただきたいということで、次の質問に

入ります。 

 観光振興について、第2次安芸高田市総合計画の中に、観光資源の開

発と活用を推進し、歴史的、文化的資源を活用し、観光商品の開発や観

光協会等の関連団体を育成して、ガイド育成の取り組みや観光客を温か

く迎え入れるような関係者等への接客サービスへ取り組みます。とあり

ます。 

 そこで、来年2019年1月19日、第8回ひろしま安芸高田神楽東京公演が

企画されていますが、昼・夜1,200名を満員にしていくことも大切であ

り、安芸高田市特産品の直接関東圏への販売や、来場者への観光プラン

を直接売り込むことも必要と考えます。 

 昨年やことしのデータをどのように活用し、実施していくか、お考え

を伺います。また、会場で実感したことは、米、肉、野菜に特に興味を

示されたことであります。ネット販売ではなく、会場受付にて定期便で

送れるような仕組みはできないものでしょうか。お考えをお伺いいたし

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「第8回ひろしま安芸高田神楽東京公演における物販販

売」についての御質問にお答えいたします。 

 安芸高田市特産品の販売については、昨年度の反省を生かし、複数あ

ったレジスターを1カ所にまとめ、全ての商品を1カ所で支払いを受け、

お客様の回転をスムーズにしていく改善を行うこととしております。 

 また、販売する商品につきましても、昨年までの売れ筋商品を中心に

セレクトし、販売額も過去最高額の目標設定を行い、取り組んでいくこ
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ととしております。 

 新田議員御指摘のとおり、当日のみの販売ではなく、定期的な販売に

つなげていくことで、安芸高田市のブランド価値が高まり、さらに口コ

ミで消費者が拡大すれば、さらなる経済効果が生まれてくると考えてお

りますので、御意見を参考にこれからも検討していきたいと思います。

御理解を賜りますようお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  実は具体的な数字とか、何をどのくらい売るということが、市長の言

葉からお聞きしたかったんですが、昨年度の実績が66万8,900円という

ことで、執行部のほうから聞いておりましたが、私はこのように考えま

した。 

 まずお米を、まずサンフレッチェ米、吉田の道の駅で恐らく販売され

ようとしてるお米を、小さくサンプルにして、例えば配ったりとか、例

えば前売りということで、当日売りというのは恐らく先ほど市長おっし

ゃったとおりで、レジには限界がある。例えば1台にしたら、もっと込

み合って、ひょっとしたら最後までレジを打たずに、商品を置いて、神

楽公演に入られるという可能性もあると。ということであれば、そこで

ある程度ものは売ると。リアルにものを売りながら、あとは、後から送

りますといったような仕組みも考えれんかということで、ちょっと若干

時間をいただいて話をします。 

 まず1番目がさっきのお米ということで、サンフレッチェ米、私は個

人的には100袋ぐらい売りたいなと。例えば1,000円ぐらいが大体値ごろ

かなと思われるんで、大体2キロ詰めぐらいかなと考えます。あと、牛

肉に関しては、広島県内産の元就牛として、やっぱり5,000円から1万円

ぐらいが値ごろかなと思われて。あと旬の野菜セット、これ2カ月に1回

送るような仕組みとか。あと神楽団との握手会、これはことしアンケー

トをとるときに、なまでそういった来られた観客の方がおっしゃってお

りましたので、ここからお金をいただくいうのは難しいとは思いますが、

そういったイベント。それから、東京公演の次の2020年に向かって、前

予約として、500円引きのプレミア付で50枚先に売るという仕組みとか

ですね。先ほど市長がおっしゃった、特産品のデータから算出して、ゆ

ず関連商品、例えば開発していただいたトマトポン酢、あとは千本錦、

限定のお酒ですね。あとは毛利関係のお菓子、えびす茶、神楽面やＤＶ

Ｄなど、最低でも50万以上売っていきたいと思います。 

 また、安芸高田市の観光ツアーをぜひ企画していただきたいと。日に

ちはないと思いますが、例えば10万円で10組でもしとれたら、これだけ

でも100万いくと。それぐらいの勢いで企画いただきたいなと思います。

ことしのアンケートでは、ツアーにぜひ参加したい、やや参加したい、

含めて70％、1,200名のうち7割の方が安芸高田市へ行ってもいいよとお

っしゃったんであるならば、ぜひ企画を考えていただきたいと思います。 
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 この合計で200万になります。関係団体のほうが200万売るっていう、

やっぱり一つの目標を定めてみられたらどうかなということで、提案を

させていただきました。市長もしお考えがあれば聞かせてください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  200万目標とかいうことはやっぱりしっかり考えていかにゃいけんと

思います。せっかくやるんだから。 

 ただ、実際問題、東京の1,000人を相手にして、もの売ったけえって

しれとるんですよね。これでつなぐような仕組みをつくっていかんと、

何の意味かわからんので、目先のこともやりながら次につながる仕組み

を考えていきたいと。時間まだございますので、うちの観光課と話して

もらって、提案をまだしてもらいたいと。まだ間に合いますんで、こう

いうことをしたらいいじゃないかとか。こうしたらつながりますという

アイデアもしっかり協議してもらいたいと思います。 

 これで、今やっとるけえ、ええっていうんじゃなしに、やっぱり工夫

しながら、別の展開にいきたいと。神楽公演を何で東京でやるんかとい

う非難もようけございますんで、このことがやっぱり企業誘致とか、こ

ういう物販につながっていかんと意味がないんで、しっかりつながるよ

うな仕組みづくりを考えていきたいと思います。 

 非常にいい提案でございますんで、しっかり検討していきたいと、か

ように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  それでは、しっかり担当課のほうへ話をしに行かせていただきますの

で、どうかよろしくお願いします。 

 次の質問に入ります。 

 2020年道の駅開業に向け、安芸高田市内の周遊観光ガイドとして、異

動時に利用可能な観光アプリが必要と思いますが、導入のお考えがある

かどうかお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「2020年道の駅の開業に向け、周遊観光ガイド、観光アプ

リ導入」についての御質問にお答えいたします。 

 現在、スマートフォンからのインターネット利用者は増加傾向にあり、

スマートフォンの存在が欠かせない時代となっております。 

 そのために、各自治体においても、地図上から人気の観光スポットや

飲食店、さらには目的地を選ぶだけで経路や運賃、所要時間等を調べる

ことができる機能を備えたアプリを導入し、情報の提供を行うところが

ふえております。 

 このようなサービスは、利用者にとって大変有効的な観光コンテンツ

と考えられますので、費用対効果を踏まえつつ、検討を行ってまいりた
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いと思います。 

 なお、本市におきましては、2020年の道の駅開業を見据え、今年度、

総合的な観光ポータルサイトを構築しております。まずは、このポータ

ルサイトの有効的な活用を図ってまいりたいと考えております。 

 今、担当課に指示しておりますのは、スマホか何か使って、安芸高田

市がよいということは宣伝できるシステムがあるんですよね。京都から

安芸高田市と。ただ、安芸高田市がよいと言っても、ほいじゃどうして

行ったらええんかとか、どこへ泊まったらええんかで、とまってしまう

んですよね。 

 やっぱりその辺のつなぎをしっかり考えんと、観光資源にはならんと

いうことなんで、そこらはしっかりと考えていきたいと思ってますので、

御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  ということであるならば、この11月私は市内タクシー会社、全てでは

ありませんが、訪問させていただきました。観光への取り組みを中心に

ヒアリングしてまいりました。将来にわたって、高齢者の移動手段とし

て、タクシーは大切な移動手段とは考えますが、周遊の観点からお聞き

いたします。 

 市内タクシー業者さんの協力のもと、観光タクシーも考えてみられた

らいかがでしょうか。例えば、今現在ある道の駅、北の関宿、高速バス

高宮停留所、同僚議員がおっしゃったＪＲ甲立駅や向原駅、場合によっ

てはＪＲ可部駅に迎えに行き、チャーター便で一定時間市内の観光コー

スをつくるというのはいかがでしょうか。 

 あらかじめタクシーにはタブレットを搭載し、史跡や名所、観光地、

到着前からアプリで映像を流し、ある程度理解されてから目的地に到着

するのもよいかと思います。プランニングについては、観光協会や旅行

会社と一緒につくり上げることも必要と思います。 

 個人旅行者、インバウンド旅行者、自動車で移動されない公共交通機

関利用者への企画も必要と考えます。 

 ことし、1月から11月まで関東圏から神楽門前湯治村への宿泊件数は

205件、477名となっております。さらに多くの観光客が本市にお越しい

ただく企画が必要と考えます。 

 道の駅開設と同時に、私はＩＣＴ活用やＶＲ等を使って、バーチャル

で、例えば500年前の郡山城を体感していただくのもいいかと考えます。

東京公演と同時に企業展開、こういった企画展開が有効であると考えま

すが、再度市長のお考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  安芸高田市の観光は、実は、今一番考えてるのが、民泊なんですよ。

民泊をせんといけんと。最初は旅館業圧迫だと言ってたんですけれども、
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法律変わって民泊もオーケーになってきたということですよ。最初の考

え方は、やっぱり民泊で泊まった方々が、例えば空港へ迎えに行って、

広島駅へ迎えに行って、自分のとこへ泊まってもらって、家へ、それか

ら神楽とか郡山とか観光資源を見ながら、1日過ごしてもらって、また

広島駅とかへ送っていくと。このトータルでどうじゃろうかということ

で、今プロセスで考えておりました。 

 ただ、タクシーも考えてもいいんですけれども、値段が3倍とか4倍に

なっちゃうんですよね、今度は。それを市民の方が対応できるかどうか

ということなんですよ。そういうことも考えながら、考えていきたいと。

議員御指摘のように、今考えたのは、民泊でいこうと。 

 例えばですよ。民泊を迎えて1万円ぐらいの世界ができんかな思うた

んですよ。家へ泊めてもらって、広島駅に迎えに行ってもらって、1万

円ぐらいで、また送るいうことができれば、観光資源として非常に観光

会社も乗ってくるような気がするんですね。 

 だから、このことはこの間、観光業者にしたら、ぜひそれやってくれ

とおっしゃるんですけれども、なんせうちそこができてないんですね、

全然。民泊募ろう思うても。理論武装ばっかりしとるんだけれども、実

際何ぼ受けちゃろうということがないんで、こういうことから先にやっ

ていきたいと。それと合わせてタクシーが有効であればまた考えていき

たいと思います。 

 タクシー費用というのは、御承知のように非常に値段が高い話なんで、

誰もがいうわけにはいかないんで、我々もこれからは、今までは民泊活

用ということを考えてました。民泊と言っても甲田とか吉田町は民泊や

ってたんだけれども、これボランティア民泊いうて、3,000円か2,000円

で泊めるような民泊だったんですけれども、今度は少しお金をもらって、

1万円ぐらい出すからいうことぐらいのことを考えとったんですけれど

も、ちょっと話がかけ離れとるんで、検討するときの一つの課題として、

一緒に議論していきたいと思いますので、どうか御理解してもらいたい

と思います。 

 タクシー業者は言いますけれども、それはそれだけのお金をお客さん

が払うてくれるかどうかの問題がございます。まあ御理解を賜ってくだ

さい。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  タクシー料金は高いということも理解はした上で、せんだってふるさ

と応援の会の会合の席上で、吉川会長のほうから安芸高田市は点である

いろんな観光施設がいっぱいあると。あとそれを線でつないで、最終的

には面でつないでいこうと。安芸高田市ここにあり、っていうのを見せ

ていこうやっていう思いを聞かせていただく中で、タクシーっていうの

は将来にわたったら、公共交通にかわる次の大切な交通手段として大切

だなという部分と、さらには1人、2人ではなくて、3人、4人で来ていた
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だく。そういった旅行客を相手にしていくっていう方向性もあるかと思

いますので、その辺も含めて再度私もいろんな提案をしていきたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

 次の質問に入ります。 

 本市の主な観光施設として、神楽門前湯治村、エコミュージアム川根、

土師ダムサイクリングターミナル、たかみや湯の森等がありますが、他

市に誇れる観光施設として、活性化するためには、ホスピタリティ、お

もてなし、サービスについて、意識を高めていくことが必要と思います。

行動としてあらわれる心や期待以上の心配り、また支払う対価に相当す

る接客対応の改善指導を行ったらいかがでしょうか。市長のお考えをお

伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「他市に誇れる観光施設として活性化するために、ホスピ

タリティ等の意識を高める指導」についての御質問でございます。 

 これまでも、観光施設でそれぞれお客様に対し、おもてなしの心で接

することや、心のこもったサービスの提供といった取り組みは実践して

きたと思いますが、観光客の皆様方に「安芸高田市に来てよかった。」

「安芸高田市を訪れたい。」と思っていただけるためには、観光施設だ

けでなく、オール安芸高田として観光客を温かく迎え入れ、おもてなし

の心で接することが大切であると考えます。 

 2020年には道の駅が開業し、これまで以上に多くの観光客が訪れるこ

とが予想されます。観光施設だけでなく、タクシー事業者、観光協会、

飲食店などにおいても、おもてなしの機運醸成や観光客にとっての利便

性向上にも対策を講じていく必要があると考えております。 

 広報あきたかた12月号の私のコラムで御紹介いたしました。私は市民

総ガイド構想を構築していきたいと考えております。市民の皆様方が全

員ガイドとして、日本人・外国人のいかなる人に対しても、自分の意思

を相手に伝えていくことが、よりホスピタリティの意識を高めていくと

考えております。 

 いろいろ外国人おられますけれども、皆話をできる人は一人もおらん

ような状況なんで、これ真摯に受けとめて、ちゃんと外国の方々と話を

するようにしたいというのが発想でございますので、これを高めること

がホスピタリティを高めることになります。安芸高田市がこれやりきる

と、外国の方々が安芸高田市へ来たら話がわかるよということになりま

すので、単純なことでございますけれども、市民総出で取り組んでいき

たいと思いますので、どうかよろしくお願いします。 

 意思の疎通ができるということは、御指摘のホスピタリティ構築の一

番有効な手段と考えております。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 新田和明君。 
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○新 田 議 員  観光施設っていう部分で、市長の思いはよく理解はさせていただいて

おります。なおかつ観光施設に何でこんなにお客様が減ったんかと、い

う部分でもう一回リセットして考えるときが来たんじゃないかと私は考

えております。 

 例えばナンバー1と言われる、今現在の神楽門前湯治村、私なりに考

えてみました。25年から28年がこの4年間の平均値として、基数という

形で考えたときに、約2,500万円減ということで、私なりに感じており

ます。今の現状の売り上げプラスの1日6万8,000円売り上げると、この5

年間の平均並みに到達すると。また、全ての部門での立ち寄り客4,000

人減という中で、現状プラスの11名、1日来てくださるお客様がふえれ

ば、この5年間の平均値に達成するということで、自分なりに計画を考

えてみました。 

 残念ながら、主な施設では年々客数が減り、売り上げもダウンと。あ

る施設では、市の商工会からコンサルタントが入り、1年かけて経営診

断をしていくことで聞いております。 

 市を挙げて神楽甲子園や観光イベント、本市の観光を語る中で、全施

設が私は大切と考えます。私はこの施設一つたりともなくしたくはあり

ません。旅行や観光で訪れた方の一瞬の心をつかむのは、その観光施設

の一瞬に会ったその人、ただオンリーワンのその人なんです。だから、

その人がどうその心を相手に訴えていけるかどうか。そこが大切だと思

います。 

 ある大学のおもてなしとサービスと題してのプレゼンデータを読まさ

せていただきました。不安や不快に思ったことや、感動したことなど、

いろいろな意見を真摯に受けとめ、前進できるかどうかで企業の成長が

決まると書いていました。お客様立場から言えば、生涯の思い出、忘れ

がたい経験ができたかどうか。スタッフ立場で言えば、お越しいただい

たゲストに最高の心配りや気配りができたかどうか。ここにあると思い

ます。 

 ここで2つの提案があります。 

 まず1番目、大学生やボランティア団体に覆面調査で入っていただき、

率直な意見を聞いてみてはどうかと。これが1つ目です。 

 2つ目、市長が今現在、平日高齢者の健康づくりのため、温泉施設を

活用されておりますが、例えば市民、ここ安芸高田市2万人の方が年に1

度、湯の森や湯治村を御利用いただくと、1施設1,200万円の収益となり

ます。また、そういった行かれた市民の方から率直の意見をお聞きする

ことも大切と考えますが、市長のお考えをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  外国人、特に大学生ですね。意見を聞くことは大事なことなんで、こ

れからは多文化共生とかいろいろありますけれども、意見を聞いてから

対策を講じることが大事なことと思います。彼らは非常によそと比べた
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真摯な意見を持ってますので、このことがうちの観光とかにつなげるよ

うに考えていきたいと思います。 

 それから2点目の皆さんが2万人が行っているんですけれども、とりあ

えず、ことしは私は湯治村、湯の森は、通常の経営ではやっていけない

と思ってるんですよ。出雲大社とか、それとか宮島とは違うんですよね。

京都とか。そこへ戻ってある日突然いうても、なかなかね。職員頑張っ

てます。土日は非常に客が来てると。土日でもうけた分が全部、月火水

木金で皆赤字なんですよ。これ限界なんですよ。だから、ふやすと言っ

ても、そこのとこのことあるんで、なかなかふえにくいと。それなら、

うちのバージョンで、私が前回提案しとるのは、年寄りの方々の健康づ

くりの場で使っていこうじゃないかいうことなんですよ。 

 こういうことを身をもってしなければ、それが2万人とか、多く使っ

てもらうことはいいと思います。市民にノルマをかけてから皆行こうじ

ゃないかいうたら、すごい観光客になりますんで、これからしっかりや

っていきたいと思います。 

 ただ、このことをしっかりやることによって、やっぱり施設が経営で

きることにするようにしたいと。ほいで、うちは手にあうことは、非常

に宮島とか京都とか奈良じゃないんだから、ちゃんとうちの健康づくり

の場としてということでございます。 

 もう一つは、防災時に川根あたりで雪で孤立しておるんで、こういう

人に対して、ちゃんとあらかじめそこへ泊まってもらおうかとか、いう

ようなことを総合的に考えることによって、この観光施設の経営が、安

定的にできるんじゃないかということを考えてますんで、よろしくお願

いしたいと思います。 

 これはぜひ1万とか2万とか数多くしていきたいと思ってます。ただ、

市民の皆さん方がまだよく知ってない人がおってね。かなり使ってるん

ですよ。だけど、そがないいことがあるなら、わしも教えてくれとかあ

るんで、この啓発をまだしてないということありますけれども、これは

しっかりやっていきたいと思います。 

 これ、湯治村、湯の森があいてるということは、市民の皆さんが行か

れて、これは自分のお金で穴を埋めにゃいけんいうことですから、赤字

は。行政見るわけですから。同じあいとるんなら、市民の皆さんに使う

てもろうて、健康づくりに使うてもらおうということでございますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 大変私もここを多くしていきたいと思ってますので、どうかよろしく

お願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  せんだって私も湯の森に行かせていただいて感じたことは、市外の方

がほとんどだったというのが記憶にあります。どうか、市内の方にしっ

かりと私たち議員も含めて、市の執行部の方もしっかり啓蒙していくと
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いう心だけ忘れないでおいていただきたいなと思います。 

 次の質問に入ります。 

 9月29日、サテライトオフィスモニターツアーの研修会に参加させて

いただきました。そのとき、ある会社の代表とのお話の中で、印象的だ

ったのが東京でのサテライトオフィスマッチングイベントに参加して、

本市のプレゼンデータに感動して今回のツアーに参加しました、とおっ

しゃっておりました。モニターツアーをきっかけに、サテライトオフィ

スが12月に入り、3社決まりました。選んでいただける安芸高田市を目

指していくためには、近隣市町が全力で企業誘致や観光に取り組む中を

安芸高田市の商工・観光をさらに活性化するために、本市の商工観光課

を商工と観光の2つの課に分けて担当していくのが理想と考えます。観

光施設や観光協会・観光業者との連携や、市の観光イベント対応などを

行う観光課と、商工会、工業会、ふるさと応援の会や企業誘致、工業誘

致などを専門的に行う商工課とで、強固な組織体制ができ上がると考え

ます。 

 スピード感を持って、さまざまな事業を対応していくには、専門職員

の育成と業務改善が必要と思いますが、市長のお考えをお伺いいたしま

す。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「現在の商工観光課を商工と観光の2課に分けてはどう

か」という御質問でございます。 

 商工観光課に限らず、専門的に知識を有した職員の育成を行っていく

ことは、喫緊の課題と認識しております。 

 人口減少、高齢化が進展する中、限られた人員や財源といった行政資

源を有効的に活用することで、多様化・高度化する住民ニーズ等に対応

していく必要がございます。 

 議員御指摘のように、企業誘致や工業誘致はスピード感を持って対応

していく必要があるため、専門性を有した職員は不可欠であると認識し

ます。 

 一方で、職員数も限られておることから、限られた人材の中で効率的、

効果的な事務執行ができ、最小の経費で最大の効果が得られるよう、職

員の人材育成を図っていく必要があります。 

 商工と観光の2つの課に分けることにつきましては、現在各部署との

組織体制ヒアリングを実施しております。課題等整理しながら、より効

率的な組織体制をつくっていきたいと思いますので、御理解を賜るよう

お願いいたしたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  専門職員ということで、私が今感じてる部分をお話させていただきま

す。 
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 まず1番目、大切なのは市の職員であり、また私たちも含めて、おも

てなし、心配り、本市を思う大切な心だと思います。 

 2番目、専門ノウハウが必要と思います。一定期間、観光業種から出

向の人材を受け入れ、その中で職員の専門性を高め、観光行政をつくり

上げることも大切と思います。 

 3番目、市長秘書課に元幹部職員の再雇用で、専門職員の育成も考え

てみられてはいかがでしょうか。本市の歴史や行政一般を理解し、副市

長とはまた別な角度で現場の声を速やかに報告、相談、受け入れ、でき

るような可能な人材。私が思うのに、第3セクターに行っていただくと

いうのは、やっぱりプロのこういった執行できる職員さんが大事だとい

うふうに考えております。何とか、ここをしっかり御検討いただきたい

と思います。 

 最後になりますが、元就が知恵第一とよく聞いていましたが、情報収

集や分析や作戦の組み立てがすぐれていたと思います。常に周りには間

者と言われるワキ師を置き、絶えず報告を聞き、打ち合わせをし、戦い

を起こしたと言われております。元就から長男、隆元宛ての書状の中に

このようにあります。元就が生き残りえたのは、ひとえに、武略、計略、

調略のかたのことまでに候。謀多きは勝ち、少なきは負け候と申す。と

与えられております。多くの知恵を結集し、緻密な作戦で常勝の歴史を

つくったとされております。 

 約3万人の町が100万人の市と同様に、渡り合っていくのは、市長の力

と私は理解しております。専門職員に対して、最後市長どのようにお考

えかお伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員全く御指摘のとおりなんです。専門的な職員をいかに集めるかと

いうこと。ほいじゃ職員やれといっても、わしは経験がないじゃないか

となってきますね。ただ、この観光商工というのは、高田郡時代から合

併前から、そういう意識がなかったんですよ、町に。観光課があったと

か、一つもありません。 

 ただ、こういうような寄せ集めのときに、今度は新たに観光課が要る

といったら、なかなか市民ニーズとか議会の皆さん方のニーズも得られ

んことは確かです。 

 だけど、そうはいっても、今大事な活性化のためには、田んぼアート

とか道の駅とか、やってますよね。神楽とかいってやってるんで。非常

に今アクティビティの要る大切な部署なんで、これはしっかり振興して

いきたいと。そのためには議員御指摘のような組織も要ると思います。

総合的に考えにゃいけんのは、組織でどういう人にやってもらうかとい

うんで、雇用の仕方も専門家を雇うという仕組みもあるんですよ。民間

でこの人ならできるということを短期的に雇うとか、いうこともできま

す。もちろん、職員の中の退職者を有効活用いうこともある。総合的に
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考えながら、この部署をやってもらわんと、なかなか職員にも迷惑かけ

ることにもなります。 

 だから、御指摘のように、これが動くような仕組みづくりはしっかり

考えていきたいと。これにつきましても、職員からあげるのもあるし、

よそから雇用するのも働き方改革であるんで、うちとしてどういうこと

ができるかというところは、幹部会等において慎重に討議していきたい

と思います。貴重な御提言ありがとうございます。これは検討せにゃい

けん課題でございますので、しっかりと頑張っていきたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田和明君。 

○新 田 議 員  以上をもちまして、一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で新田和明君の質問を終わります。 

 この際、2時25分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時１１分 休憩 

午後 ２時２５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 15番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  15番、金行哲昭です。 

 通告どおり、大枠3点質問させていただきます。 

 先ほど、同僚議員の立派なことがあったから、執行部の人はよくメモ

してさっきのことも十分耳に入れとってあげてくださいよ。 

 さて、私の質問に入ります。 

 私は大枠3点でございますが、まず森林山村多面的機能についての質

問をさせていただきます。 

 平成25年林野庁が地域環境保全森林資源の利用、森林機能の強化を、

また教育などをモットーに、地域住民、森林所有者が協力して里山林の

保全、森資源の利用を行う支援事業を行っていますが、さて我が市では

対象となる地域数及び支援対象となる活動内容を伺います。まず1点お

願いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「森林・山村多面的機能発揮対策についての御質問のうち、

活動する地域数と活動内容」についてお答えいたします。 

 本市では、市内8地域で8つの団体が支援対象である里山林保全や竹林

整備の活動を主体的に取り組んでおるところでございます。 

 活動の内容につきましては、森林施業技術の向上に向けた研修や機器

の取り扱い講習などを実施されております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 
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○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  我が市では、今市長が答弁されたように、8地域と言われましたが、

その8地域はどこの地域か把握されていますか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部長 猪掛公詩君。 

○猪掛産業振興部長  現在活動されている団体が8地域ということでございまして、町別で

申しますと甲田町で5地域、八千代町で2地域、向原町で1地域。この8つ

の地域においてそれぞれ活動組織が取り組まれておるという状況でござ

います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  この事業は非常に、全ての面でいわゆるイノシシの災害、シカの災害、

また地域を守る環境衛生、管理、運営、非常にすばらしいことだという

ことと私は考えてるんですが、これは25年にやられて我が市におりてき

とるんですが、担当課はこれに対してのあっせんとか説明とかいうのは

されたことがございますか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛公詩君。 

○猪掛産業振興部長  この森林・山村多面的機能発揮対策の事業につきましては、先ほどあ

りましたように平成25年から始まっておる事業でございます。 

 現在平成30年ということで、既に5年が経過しておりますが、この間

今現在取り組まれておる8つの団体のほか、4つの団体が取り組まれ、既

に取り組みを終えられているという状況でございます。この事業の啓発、

市民への周知につきまして、その時代、そのときで具体的なちょっとど

ういうふうなことをしたかということは現在は把握をしておりませんけ

れども、これだけの活動の実績があるということについては、基本的に

やりたいという要望については答えてまいっているというふうに認識し

ております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  私がなぜ言うかといいますと、この事業は今言う我が市がやっとる竹

林の伐採とか、その麓には竹林、竹が非常に多くございますよ。そうい

うのと全て結びつくんですよね。そういうとこがあって、やっぱり共通

点あるんですよ。ただ、一つのことに予算がついた、補助金がついたか

らやるんじゃなしに、トータル的なことを考えてやっていただかなくて

はいけないと私は考えてます。 

 2番目にいきます。 

 （2）です。森林多面的事業でございますが、この交付金の交付額及

び交付期間をお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「森林・山村多面的機能発揮対策についての御質問のうち、

交付金の交付額、交付期間」についてお答えいたします。 

 交付金の交付額は、1活動組織あたり、年度ごとに500万円を上限とし

て支援を受けることができます。 

 活動される組織によってはさまざまですが、本市では8団体が約20万

円から100万円の範囲で事業計画を立て、それぞれの活動をされておら

れます。 

 交付金の交付期間は3年間でございます。 

 交付金を活用した取り組みを行うためには、事業期間である3年間の

活動計画を立て、申請をする必要があります。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  市長の今の答弁に、上限が500万ということで、これは全額、国や県

の交付金じゃございませんと私は伺っとるんですが、その中の内訳は全

額が国か県からの交付金ですか。それとも、我が市が何ぼか出さにゃい

けん交付金じゃないんですか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛公詩君。 

○猪掛産業振興部長  この活動に取り組む場合、事業費につきましてはその約7割が県の補

助金、そして約3割が市の負担ということで全部の事業費を賄っていく

ということになっております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  これは当初はなぜ、全部10割だったのが3割になったいうことですが、

それはよろしゅうございますが、この3割の分で手続がおくれることが

あるいうことを聞いたんですが、それは速やかにしてやっぱりこの補助

金ですから、報告書は出さにゃいけんですが、報告書も適切に御指導を

してあげるようにお願いしまして、3番目の質問にいきます。 

 この森林についてはうちの市長もすごく関心があって、森林に対して

の子供の教育が必要ということで、美土里町でそういう教育をやったり

しておられます。市長これに対しての多面事業に対して、どういう思い

があるかお聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「森林・山村多面的機能発揮対策についての御質問のうち、

対策事業の思い」についてお答えいたします。 

 森林は、国土の保全、水源の涵養、生物多様性の保全等の多面的機能

の発揮を通じて、住民が安全で安心して暮らせる社会の実現や、木材等

の林産物の供給源として地域の経済活動と深く結びつくなど、貴重な再
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生可能資源であります。 

 その恩恵を私たちが将来にわたって享受するには、森林を適正に整

備・保全することが重要です。 

 しかし、本市においても森林・林業を支える山村の過疎化・高齢化が

進む中、これまでさまざまな資源の利用を通じて地域の生活を支えてい

た森林とのかかわりが希薄になってきております。 

 特に、集落周辺の里山林を初めとした生活圏に隣接した森林において

は、やぶや竹の侵入等により、森林の有する多面的機能の発揮が難しく

なっております。 

 このような集落周辺の森林の保全については、通常の木材生産を主目

的とした森林整備では対応できないものであり、地域住民の森林の関心

や活力で対応を促すことが、効率的かつ効果的であると考えます。 

 このため、森林所有者や地域住民の皆様が協力して、森林の多面的機

能を発揮させるため、保全活動及び山村地域の活性化にかかわる取り組

みを森林・山村多面的機能発揮対策によって支援してまいりたいと思っ

ております。 

 こういう森林多面的機能対策の事業はもちろんでございますけれども、

今考えているのは国の施策の問題で考えています。 

 というのは、パリ協定におきまして、地球温暖化対策というのが自動

車ではもう難しいよと。山でやらにゃいけんと。木を、いうことになっ

てます。ほいで、日本国政府もこれ重点事業として考えてるんで、この

森林資源をうちの活性化に生かさん手はないと。ただ、金を持って帰る

んだけれども、山へ行って使えるかというんが大きな課題でございます

んで、今担当部長には山に入る仕組みをつくろうじゃないかと。先般、

法律におきまして、やっぱり山に入る仕組みがたやすくなってきてるん

で、今度はこれから山に入る仕組みを通じながら、地球温暖化対策もや

っていきたいと思っております。 

 法律がこの間変わりまして、皆さん森林税いっぱいとられるわけです

けれども、これを私のほうがちゃんと使うてあげようということでござ

います。広島県でうちが一番ようけ使うたろうということでございます

ので、うちの職員が積極的に山に入る仕組みづくりをしていかにゃいけ

んと。 

 今まで森林は、山に入ることができんかったんですよ。地権者がおっ

て。今度は地権者がおられても、計画を立ててやれば、ちゃんと工事だ

けはできるようになると。所有権の移転はできんけど、仕事はできると

いうことになりますので、そういうことです。 

 この対策をやれば、今度は木が動くようになります。木が動くように

なったら、今うちら森林は全然業が成り立っとらんのですよ。それが間

に合うみたいにね、やっぱり森林を対象とした企業が来ます、今度は。

事業の活性化にもなります。今森林も、これ使った分の、これで柱をつ

くったら、いわゆるすごい強度の合成材ができて、5階建ての建物とか
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もうできるようになっとるんですよ、これ。ここをしっかり活用してい

きたいと。そのためには、ちょっと山に入って、材を活用したことをし

ていきたいと。材の活用、ただ単に竹とかいうんじゃなしに、総合的な

活用法を考えていきたいと思ってます。そのことがうちの活性化につな

ぐことを考えてますんで、どうかよろしくお願いします。 

 地球温暖化のためにはぜひとも必要と。山があるだけじゃだめなんで

すよ。山を手入れして、木が育つ環境をつくってやらんと、ＣＯ2対策

にならんのですね。このことを踏まえながらしっかり市民とともに、こ

れをしていきたいと。そのためには市民の皆様方に、ちゃんと森林の大

切さを啓発していかにゃいけんので、先般やってますように、子供たち

を対象とした森林教育を美土里町でやったわけです。このことによって、

教育だけじゃなしに、次のステップはこの山を活用した安芸高田市の活

性化につなげていきたいということでございますので、御理解を賜るよ

うお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  非常にこの森林の大切さ、我が市のほとんどが山林でございます。ま

だ国も力を入れるＣＯ2の関係がある。当初3年間で終わるというあれも

ありますが、3年間で終わることなく、市長の意気込みはずっとやると

いう解釈のもとで、それは我が国の政策ですからわかりませんが、市長

はそのように一生懸命やるということを確認しましたので、私は喜ばし

い答弁だったと思って、2番目の質問にいきます。 

 2番目ですが、安芸高田市のホテルについてですが、ホテル、ホテル

いうて、またハード的な銭のかかることかいうことと私も思うし、そっ

ちにおられる幹部の人もいや、これはうちが建つんじゃないんです。ホ

テルの誘致なんですよ。 

 市長がよく言う民宿いうんもありますが、やっぱり何ぼかのホテルが、

いろいろ観光、観光、観光と言ってるんですよ。やっぱりホテルは1つ

ぐらいどっかから来てくれんかいないうことを思うんですよ。今本市の

観光数も非常に年々減少しております。観光数の増加にしても、宿泊施

設もございませんので、ぜひ本市にホテルの誘致、ときどき市長がホテ

ルのことを言われたような、記憶もございます。そこのここで議場の場

でございますので、言われてはいけないことは言ってほしいとは思いま

せんが、ある程度は議員にそれだけのことを腹におさめずに、報告して

いただきたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「安芸高田市にホテルを誘致する考え」についての御質問

にお答えします。 

 本市には、神楽門前湯治村を初め、たかみや湯の森に付随する福寿荘、

エコーミュージアム川根といった公設の宿泊施設を初め、民間の旅館等
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もございますが、市の中心部である吉田町に宿泊施設は不足しておるの

が現状でございます。 

 そうした中、現在、民間の企業が国内の各自治体と連携して、道の駅

を拠点とした地方活性化事業に取り組んでおり、その一環でホテルを建

設する動きがございます。2020年秋以降、栃木、岐阜、三重、京都、和

歌山の5府県で15カ所開業し、その後順次全国展開していく予定と伺っ

ております。 

 本市もその候補地の一つとして挙げられておりますが、詳細なことが

決まり次第、改めて情報提供させていただきます。 

 職員が頑張ってきて、誘致という形でこの大体安芸高田市いうことに

なってます。ただ、このことについては、この情報提供によって、また

弊害があるかもわからん。邪魔するんがおるかもわからんということで、

企業のほうから抑えられてますんで、安芸高田市に道の駅の近くへでき

るんだということだけは、ちょっと御理解してもらいたいと。 

 詳しいことができたら、また御報告してもらいますんで、どうかよろ

しくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  あれですが、もう一度最後に聞きます。あの近くにできるんじゃって

理解をしてくれとか、それとか言う。できるとは言うてんなかったんで

すよね。できる可能性はあるということで、そういうできる可能性があ

るいうぐらいのことで理解しときゃええですか。これをもう少しちょっ

と、これは大事なことなんですよ。安芸高田市にホテルができる、でき

んいうのはね。ほんま我々議員なんかにとっちゃ。うそを言うたらまた

いけん。市長の任期はあと2年じゃしね。今度は6年になるかもわかりま

せんがよ、そこらがやっぱりできるんじゃ今、あの辺へできるんじゃ、

理解しとってくれ言うたらできるんかな思うたり、それまたようわから

んということで。ちょっとそれははっきりそこを。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私は地域にできると聞いてるんですけれども、用地交渉等がいかない

場合には、またよくわからんので、面白半分に市民が騒ぎ出すとまたお

かしくなるんで、ということで今情報提供をちょっと気持ちじゃもう短

いんだけれども、そういうことでございます。 

 相手も企業なんで、しっかりとした用地交渉とか市民相手いうことも

ございますんで、御理解をしてもらいたいと思います。私はできると聞

いていますけれども。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  ここにおられる議員もそれぞれの言葉のあやでいろんな含みのあった

ことは理解してくれとると思いますので、そのように私も頑張って議員
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生活を送っていきます。 

 3番目にいきます。 

 ソーラーシェアリングについてですが、ソーラーシェアリング言うた

ら、大体もう、ここにおられる人大体わかる思うんですが。お日さんが

照らすとこへ太陽光やって、その上げた分で下で有効利用するいうこと

で、今かなりうわさもあるし、我が市では向原、それから甲田にも1カ

所、で、各町にはあちこちできておりますよね。 

 農業の従事者の高齢化も進み、次の世代に残すためにソーラーシェア

リングのもの全てを安芸高田市の担当課としてのそういうものを考えて

おけば、物事の推進から、農家を大事にし、農業もできる、やっとると

こがあると聞いたら、稲作地もそういうとこもできんこともない。恐ら

くえびす茶の下とか紫蘇の下とか、トマトのとことか、ブルーベリーま

ではいうのは聞いたんですが、ブルーベリーは僕は見とらんのですが、

そこぐらいもできるソーラーシェアリングがあるということを聞いとる

んですが、そのソーラーシェアリングを積極的に活用する必要があると

思うんですが、その点市長の方がどう思われとるかお聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ソーラーシェアリング」についての御質問にお答えいた

します。 

 ソーラーシェアリングは、農地に支柱を立て、上部空間に太陽光発電

設備などの発電施設を設置いたし、農業と発電事業を同時に行うもので

あります。農林水産省では営農型発電設備と呼んでおります。 

 営農型発電設備の設置につきましては、国の指針が示されており、下

部の農地における反収が同じ年の地域の平均的な反収と比較して2割以

上減少しないこと、また下部農地における農業生産活動が的確に行われ

る等の要件を満たす必要がございます。 

 安芸高田市におきましては、試験的に取り組む農家もおられます。そ

の有効性については、経過を踏まえ検証してまいりたいと思っておりま

す。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

 私のところにも、農水省とすれば有効な農地を農地として解除、農地

解放するというんじゃなしに、農地のままでということで考えたみたい

ですけれども、民間ペースで例えば私のところにもこういうことをやっ

たらどうかと。市とすれば、両方やってもらうんが、税金はようけ入っ

てくるわけですから、ウエルカムなんですけれども、ただこのことは民

の責任でやってるんで、行政がかかわるわけじゃないんですけれども、

成り立つんであれば、我々は後押しをしていきたいと、かように思って

ますので、御理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 
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○金 行 議 員  そうです、そうです。そうやれやれ言うても、税金のないときにうち

もえっと出せんのんじゃないか。この考え方を担当課がどれだけ認識し

て、説明して、ほんまに農地を守ろうという、若い青年を育成していく

ための、よし帰ってやろう。帰っても土地配られたら、こういうことも

あって二重にできる。上には電気を売って、その電気を有効利用したり

できるとかいう、トータル的なことを考えたら、できる思うんです。そ

の前に、私も農業委員会のほうの土地利用の場合に、何か問題があるの

かな思うたりするんです。 

 うちのあれとしては、うちも市長が早くこの上にパネルやられました

よね。いう考えも持って、安芸高田市はああいう考えも早かったが、あ

あいうことも考え自体も担当課もよう頑張ってるじゃない、いうイメー

ジ的にもいいんじゃないかと思うんですが、その点いかがですか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員の御指摘なのは、我々職員も一緒になってこのことの重要性を認

識しているということだと思います。うちが金を出すとかどうかいうん

じゃなしに、世の流れでございます。 

 我が町も御承知のように公共施設の全部屋根貸ししとるんですが、広

島県ではうちが初めてですけれども、今八千代は4,000万もらってます

けれどもね。ただ、そうじゃなしに、今度はどういうことか言うたら、

そういうことを今度は有効活用していかにゃいかんと思いますよ。私は、

今言ってるのは、限界集落対策として、農産物の付加価値を上げようじ

ゃないかと言いよるんです、これを。例えば限界集落で電気をつくると。

電気を使って農産物を、冬にスイカとか、マンゴー出してあげて、農家

所得を上げるんだということを、今夢見てますけれども、この交渉は日

経新聞あたりと交渉してるんですけれども、こういうことを試みてます。

こういうことも考えないと、うちのまちづくりが固まってしまうんで、

総合的な判断からこういうことも考えていきたいということでございま

すので、御理解してもらいたいと思います。有効活用ということは大事

なことと思います。屋根のですね。 

 で、どっちみち、ここの電力会社さんも今電気を運ぶこと自体を抵抗

してきますよね、今度は。10年たったら。そしたら、今の値段じゃなく

なるんで、うちは中電に売っとるけえ、太陽光ええって言っても、これ

崩れますよ、全然。そしたら、もう電気をいわゆる電線で運ばんこうに、

トラックで電気運ぶような概念でいかないと、我々はだめと、こういう

概念でやってますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 これ、まちづくりにいかに生かせんかという、浜田流で考えてますの

で、限界集落対策になるんじゃないかと思ってます。よろしくお願いし

ます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 
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○金 行 議 員  このソーラーシェアリングというのは、非常に今言う電気を運ぶよう

に、こんな電気を車に貯蓄するとか、帰って家電に使うとか、そこのソ

ーラーシェアリングでつくった電気をそこの農作物の作業に使うとかい

ろいろな考え方はあると思うんですが、まず私も問題点、私ちょっとわ

からんのですが、ソーラーシェアリングの設備に対してソーラーシェア

リングしたとき、農業委員会の問題とか、地上権の、次の質問ですよ。 

 地上権の問題とかいう法的なもんが、そこらがあるんかなというとこ

がちょっと懸念しとるんですよ。そこらがあるか、またないかを答弁を

お願いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ソーラーシェアリングで環境に配慮した町としてＰＲ」

についての御質問でございます。 

○先 川 議 長  再度質問をお願いいたします。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  失礼しました。 

 2番に参ります。 

 第4次いうて書いとるんですが、私の勉強不足でこれは5次環境基本計

画の環境省の閣議決定もされてます、環境に配慮したまちづくりいうこ

とで、環境省も非常にＰＲをしていますので、その考えをお伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ソーラーシェアリングで環境に配慮した町としてＰＲ」

についての御質問でございます。 

 国の環境基本計画は、6年ごとに見直しをされ、現在の第5次環境基本

計画は、本年の4月17日に閣議決定をされております。 

 ソーラーシェアリングは、基本計画第2部の地域資源を活用した持続

可能な地域づくりの中で、営農型太陽光発電の推進が掲げられておりま

す。農業者の経営安定化、農業施設、蓄電池等、農業機械を組み合わせ

た再生可能エネルギー電気の自家利用等、地域の活性化とエネルギー収

支の改善に貢献できるとあります。 

 先ほど申しましたように、経過を踏まえて検証し、その後にソーラー

シェアリングで環境に配慮した町というＰＲができるか、検討してまい

りたいと思いますので、御理解を賜るようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  その分で前、私4次で誤って勘違いして、5次計画で環境省がやってま

すが、その蓄電池した分を即農家に使えるいう非常な利点もございまし

て、今からも環境省もどんどんＰＲしてくると思いますので、よろしく

お願いします。 

 次の3番目にいきます。 
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 ソーラーシェアリングの手続の際に、農業委員会の手続とか、ソーラ

ーパネルがやっぱり下は農家としてやってあるのに、上へ商業用いうん

ですか。もうけいう分で、地上権とか何かいうんがあるんじゃないんか

と私は思うんですが、その点はどんなんかいうのをお聞きします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ソーラーシェアリングの地上権」についての御質問にお

答えします。 

 ソーラーシェアリングを行う場合、土地所有者がみずから設置する場

合を除いては、区分地上権を設定していただくこととなりますが、いろ

いろなケースがあると思われますので、手続の際には農業委員会に御相

談いただければと思っておりますので、御理解を賜りますようお願いし

ます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  農業委員会は相談しますが、地上権の問題いうのは、担当課でよろし

いですがその地上権の問題、法的な問題いうのは、ないんですか。わか

らんのですか。どっちですか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛公詩君。 

○猪掛産業振興部長  太陽光発電の施設を農地の上にやった場合には、地上権が発生してま

いります。その際に自分の土地に自分で建てられる場合は、それはもう

自分のことでその設置者のほうに権利がありますので、手続は不要とな

ります。ただ、他の方の土地にその上に太陽光発電を設置する場合、そ

ういう場合には地上権の設定をする必要がございます。 

 これは、既にそこで現に営農している方、それから土地の所有者、そ

れからそこの上に太陽光発電を設置しようとする方、その関係によりま

して、いろいろな手続のパターンがございます。そういう意味で、先ほ

どいろんなケースがあるということでありますが、地上権を設定する必

要があるということには、かわりありません。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 金行哲昭君。 

○金 行 議 員  私も3点を質問させていただきました。 

 いずれにしても、安芸高田市は農家なくしては食っていけません。成

立はしません。森林の問題にしても、まあこういうホテルは、観光客の

あれですが、ソーラーシェアリングにしても、農家、農業、山、大事な

ことです。心を鬼にして頑張ってください。 

 終わります。 

○先 川 議 長  以上で、金行哲昭君の質問を終わります。 

 暫時休憩をいたします。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時０２分 休憩 

午後 ３時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  通告に基づきまして、2点ほど質問しますが、本日最後の質問者とい

うことで、市長お疲れでしょうが、ひとつよろしくお願いいたします。 

 機械のほうが、ＹｏｕＴｕｂｅが私が出てったら、拒否されたんかな

と思ったんですが、うまく動くようになったんですね。じゃ、よろしく

お願いします。 

 2点ほどありますけれども、まず1点、指定管理についてということで、

これは産業建設常任委員会でかなり長い間、内容については検討してき

たんですが、なかなか納得する資料が出てきませんので、平成28年の2

月の総務委員会で指定管理の審査をするときから、いろいろ課題があっ

たように思いますが、そういったことも含めて、現状と課題について、

まずはお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「土師ダムサイクリングターミナルの運営」についての御

質問にお答えします。 

 土師ダムサイクリングターミナルの施設の運営状況につきましては、

この間の産業建設常任委員会、所管事務調査で、報告をさせていただい

ております。 

 平成26年度から平成28年度までの土師ダムサイクリングターミナル決

算の内訳を提出をしておりますが、いずれの年度におきましても、利益

が出ておるところでございます。 

 課題といたしましては、天候によって、集客力の変動があることから

安定的な売り上げを確保することが困難であるということでございます。 

 引き続き、民間能力を活用することにより、多様化する利用者のニー

ズに、より効果的、効率的な対応や住民サービスの向上につなげていき

たいと思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長今御答弁いただいたように、産業建設常任委員会でそれぞれ経営

状況という視点というよりか、本来指定管理料が適正に出されておるの

か、そういった視点で当然その指定管理料を決定するための資料として

は、前年度の実績を見ながら、決めていくというのがこれまでの取り組

みのやり方ですので、そういった意味で指定管理料の適正化が図られて

おるんかどうかということを見るために、経営状況というのも出してい
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ただくようにしておりますが、それがなかなか出てきませんでしたです

よね。 

 平成30年の2月に資料の提出を求めましたが、28年度は出ましたけれ

ども、逆に26年、27年度が出てこないという状況がありました。さらに

は9月に委員会で29年度の資料を提出をお願いしましたが、12月になっ

てやっと出てきたということで、委員会で検討するいとまもなく、この

議会になったんで、やむなくこういう形で内容について聞くということ

になりましたが、まずはそういった資料が適切に出されてこないという

ことについて、お伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 

○青山産業振興部特命担当部長  先ほどの熊高議員の御質問に答弁をいたします。 

 指定管理料につきまして、やはり決算から指定管理料、これはこちら

の土師ダムのサイクリングターミナルにつきましては、32年度に新たな

指定管理を結ぶということになります。今年度と昨年度、これが土師ダ

ムの周辺の指定管理料となっておりますので、28、29、30年度につきま

しては、最後予算的に、決算としては間に合いませんので、主には28、

29の決算をもとに32年度の指定管理費の積算の一つの根拠となってくる

ということで、今そういう方向でつくっているところがあります。 

 先ほど熊高議員も言われましたように、この間6回所管事務調査とい

うことでしております。最初、出てきてなかったということと、このた

びも9月19日の産業建設常任委員会におきまして、29年度の決算の内訳

を提出の依頼がありまして、その間にも指定管理業者のほうは、毎年決

算書については、当然出していただいとるんですけれども、その中から

指定管理料については、細部の内訳書を出してもらわないと、組めない

ところがあります。それをそういうところを全て、それ以降すぐ9月の

委員会以降、提出を依頼させてもらいました。9月の末には、一応はそ

ろっておるんですけれども、ただ販管費等が指定管理事業者とこちらが

やる指定管理の積算内訳等の中身が違う部分がありますので、そこらあ

たりを再度精査する中で、結果的に11月末に整理ができたということで、

今度の産業建設常任委員会において、改めて報告をさせていただきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  今はそういう答弁をされますけれども、委員会のときにおっしゃった

のは、28年度のときにはしっかりと指導して次にはきちっと出せるよう

にしますという御答弁をいただいたんですよ。それが2年たってもそう

いった状況が改善されないということは、事業者の問題を私は言ってる

んじゃないんですよ。指定管理を管理する立場にある執行部のほうの管

理責任がどうなのかということなんですね。適正に管理をされておるの
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か。ですから中身についても、そういった状況であれば、本当に大丈夫

かという要らぬ疑いを持つ必要が出てくるんですね。そういったことを

すると逆に事業者の皆さん迷惑をこうむるわけですよ。結果を見ても、

一生懸命やられとるということなんですね。だからそこの管理責任がど

うかということを私は問うとるわけなんで、そこがきちっと出てくれば、

委員会でもすんなりとわかりましたということになるんですが、どうも

何回やっても同じ形で適切にその資料が出てこない。ということは何か

出せない理由があるんかんというふうに、うがって見られても仕方があ

りませんよね。 

 さらには、今年度の9月のときにも、29年度がまだ出ておりませんで

したから、27、8年度の資料を見ると、衛生管理費が26年度があったも

のがゼロになっておるんですね。その答弁は、28年度は繰り越しになっ

たから29年度に回しましたという答弁をされたんですよ。ところが、29

年度のその決算資料、積算根拠も出てきましたけれども、またゼロにな

っとるんですよ。 

 だから、そういった数字的なことがきちっと管理をされてない。おっ

しゃることと全く違うことが出てくる。こういった状況が本当に市は指

定管理のいわゆる管理をされておるのか。指定管理者の指導をされてお

るのか。ということになってくるんですが、そこのところを再度お伺い

したいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 

○青山産業振興部特命担当部長  この前の産業建設常任委員会におきまして、28年度の衛生管理がゼロ

ではないように思うんですけれども、1,000万、29年度も800万と今計上

はさしておるところがあります。これ、この前も委員会で確かにそのよ

うに答弁をさせていただいたことはありますが、再度事業者に聞いてみ

ましたら、別な費目での支出ということで、そこのところが結果的に変

わっていたというところで、ほかのところでも支出というところで、そ

ちらのほうに結果として私のほうがそこを精査せずに持っていったとい

う、ほかの費目に持っていったということで、結果的にはそこらも誤解

を与える一つの要因を与える結果になりますけれども、そのようなこと

で確かに繰り越しではなしに、ほかな費目での支出ということで訂正を

させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  一応は一般質問ですので、細かいところは私これ以上やるつもりはあ

りませんが、今の一つの例をとるように、非常に数字が曖昧にしか出て

こないんですね。ですから、この20日に委員会もやりますけれども、そ

こで改めて詳細を伺いたいと思いますが。 

 9月19日の会議録、委員会記録のほうに、7ページに書いてありますか
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ら、そこをきちっと確認をしていただいて、執行部の皆さんね、本会議

にしても、この委員会にしても、議事録を読んでください。誰がどう答

えたのか。だから記録を残して、きちっと責任を持とうというのがこの

議会でのやりとりなんですよ。言いっ放しじゃ困りますからね。しっか

りと責任を持った対応をしていただく。それが疑念を生む結果になって

きたわけですから、このことは委員会でまた細かく説明いただきたいと

思います。 

 要は私が最終的に申し上げたいのは、28年の総務委員会で指定管理を

認めたときの議論として、その当時、開発公社が運営をしていたものを

ＨＦＳに指定管理を変えるんだということを議論した経緯も、これも議

事録ありますけれども、そのときにどういうメリットがあるんですかと

いう話になったんですね。ですから、一体化することによって、サービ

スの向上、ひいては顧客の数がふえるでしょうと。ふやしてきますとい

うことなんですが、推移を見ると災害等がありましたから、すんなりこ

の評価をすることは難しいですけれども。 

 維持管理の状況を見ても、清掃業務、そういったものも草刈りはする

けれども、これ山根議員さんの質問だったですかね。「シカのふんの処

理まではしません。そこは入ってません。」というようなことだったん

ですが、利用者からするとそういったことも含めてきちっと現場の管理

をしていただくということが、一番の目的になるべきだと思うんですね。

そういった意味で指定管理のあり方そのものが、ここの部分については

非常に見直しが必要じゃないかというふうな気がしておるんですね。レ

ストランはしっかりやられております。あるいは、サイクリングターミ

ナルの自転車、あるいは資料館はあんまり動いてませんけれども、そう

いったことを含めていろいろ取り組みをされてますし、フォルテの運営

が入りましたね。このフォルテも含めて、今度支所も入るということで

すから、当然支所の運営を含めて、そのフォルテの指定管理がどうある

べきかということもありますんで、その辺も含めて、この今回の全体の

指定管理のあり方そのものを今後どのようにされるんかということを再

度お聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 青山勝君。 

○青山産業振興部特命担当部長  土師ダムサイクリングターミナルの指定管理につきましては、この2

年間についての分の詳細については今やっておりますので、ここらを踏

まえながら今後の指定管理料にも反映をさせていただきたいというよう

に思っております。 

 また、フォルテにつきまして、来年度から支所が入ってくるというこ

とで、それについての共益部門等がふえていくわけでございまして、こ

れは一括して指定管理者のほうが払っておりますので、そのふえた分に

ついては、支所部分については個メーター等をつける中で、そちらのほ

うからの指定管理者が全て引き受けて支払いをしていくという形での整
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理をしていくということで、全体的に1階部分については、フォルテに

ついてはこちらのＨＦＳのほうが2階を含めて、今後においても指定管

理でこの値で1年間やっていくように、また見直し等がありましたら、

そこについては見直しをしていくように考えていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  見直し等あればというふうにおっしゃいましたが、私は見直すべきこ

とが随分あると思うんですよ。ですから、しっかりと見直すというふう

な御回答をいただかないと、さっきの数字の問題も含めて、非常に曖昧

な部分が多過ぎるんですね。ここの指定管理については。 

 まあダムの公園管理にしても、災害等もあって、浸水もしましたから、

そこらの管理も含めていたら、地元の建設業者あたりに、きちっと運営

委託したほうがいいのじゃないかとか、フォルテについても、支所が入

るわけですから、その入館されとる民間事業者の皆さんのこともありま

すけれども、抜本的に見直す必要があるこの指定管理の形になると思う

んですよ。 

 その辺市長どういうふうにお考えか、お伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  指定管理については合併したときに、施設が寄せ集まっとるわけで、

これを契機に湯治村、湯の森、エコーミュージアム、全部の指定管理を

徹底的に見直してから、皆さんが納得できる仕組みをつくっていきたい

と思いますんで、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  それはこの間も見直しの設計の調査がありましたよね。調査設計書が

出てきましたよね。それをやられればいいと思いますよ。 

 私が今言ってるのは、土師ダムサイクリングターミナル関係の指定管

理がいろいろと問題が多過ぎるんじゃないんかと言っておるんですよ。

そのことの答弁をいただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  指摘する点があれば、ここら辺は踏まえた上のこれから指定管理を見

直していきたいと。徹底的にしていきたいと思います。 

 ほいで、市の課題とすれば、もう徹底的に、後の指定管理がどうある

べきかというのは、議員の皆さんと一緒にしていきたいということでご

ざいますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 ここについては、今指摘してもろうたんで、このことについてはそれ

を踏まえた上の方向性を出していきたいと、かように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  指定管理のあり方はいろいろ議論がありますんで、当然市長のおっし

ゃるとおりだと思いますが、当面、余りにも我々が報告受けても問題が

曖昧過ぎて、執行部の答弁がどこに真意があるんかわからんような、答

弁じゃ困ります。この間、湯治村とか湯の森とか、エコーミュージアム

とか、今のサイクリングターミナルの点検資料っていうのが出ましたよ

ね。それはそれに基づいてやられればいいし、この間湯治村の7,000万

の補正予算で空調直すというようなことも含めて、先取りされてやられ

ておりますから、そういうことをやられればいいと思うんですが、やは

りきちっとすべきところは早くしていただきたいということを改めて要

望しておきます。 

 次に移ります。 

 人口減少対策について、1番の定住・移住対策についての重点目標を

改めて伺いますということですが、これについてはこれまでも随分移住

人口をふやすということで、企画振興部長のほうが、きめ細かく最近は

取り組んでいただいておりますが、そういったことも含めて具体的にど

うやれば社会増になるんかというようなことを、当然2番とも関係して

きますけれども、まず1番として重点目標についてお伺いしたいと思い

ます。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「人口減対策における重点目標」についての御質問にお答

えします。 

 本市の人口減少対策における重点目標は、何と言っても社会増を実現

することでございます。 

 転入転出の動向を見てみますと、地域によってかなり違いがあり、地

域に応じた取り組みを行っていかなければならないと考えております。 

 広島市と隣接している地域においては、市外から本市に通勤する人が

多く、住宅団地の整備の支援など、人が住むための受け皿をつくる施策

の推進が必要と考えております。効果が見込める地域においては、ある

程度の費用をかけても、転入者の増に向けた足がかりをつくっていきた

いと考えております。 

 一方で、本市の特徴である自然と共生するゆったりとした環境の魅力

を際立たせる施策も重要であると考えております。地域全体でこの魅力

を市外の人に伝えていこう、そして自分たちの地域に力を入れていこう

という取り組みを継続的に支援する必要があると考えております。 

 社会増を実現し、それを継続していくためには、大都市である広島市

に隣接している地域の利点を生かした即効性のある取り組みと、本市が

本来もつ魅力を生かした地域全体で一体となって継続的に行う取り組み

とを、組み合わせて推進することが重要であると考えておりますので、

御理解を賜りますようお願いいたします。 
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○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長答弁いただいたように、安芸高田市の魅力をどう生かしたそうい

う社会増につなげていくかという、まさにそこのところが大事だと思う

んですが、そういった安芸高田市らしい魅力を生かした定住対策のポイ

ントというのは、どこにありますか。改めてお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  広島市に近いとか、芸備線が通ってるとか、こういうことをしっかり

生かしていかにゃいけんと。そうすれば、ちゃんと近隣市町には負けな

いことができると思います。それから、今私がやってる多文化共生によ

って、雇用の場を確保できる。雇用の人を確保するということは、この

間、企業の誘致の方がこれも条件でうち来ておられます。3社も4社も。

だからこういうことを大事にすることによって、就労の場を確保できる

んだと。もちろん、教育委員会に言うとるのは、ちゃんと教育を広島県

の水準のトップレベルに上げるんだということです。強いて言えば、子

育てあたりもちゃんとした支援をして、若い方が子育てについて、負担

のないようにすることが、道路とか河川の整備も大事ですけれども、こ

のことがまずは定住につながってくるんじゃと思っております。 

 私も広島市の方のシングルマザーとかそんな方聞くんですけど、住み

たいとおっしゃるんですよ、ここ。おっしゃるんだけれども、行ったら

飯が食えんじゃないかとか。仕事がないじゃないかと。学校のレベルが

低いじゃないかと、来てんないんですよ、全然。このことをしっかり頑

張ることによって、定住につながると思います。 

 それで、かつ安芸高田市には文化とか歴史がありますよということも

言うていかにゃいけんのですけれども、文化、歴史だけじゃ全然定住に

はつながりません。このことと総合的に合わすことによって、安芸高田

市の人口増につながるものだと思ってますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  基本的な考え方が随分私の立場からすれば、随分市長と重なってきた

なというんで、先般も9月にはぜひ市長のところに、直接お話に行きた

いということですが、結局チャンスがなくて行けませんでしたけれども、

今のような御答弁いただければ、随分話をさせていただいても、進展が

できるんかなという気がしております。 

 では、それに関連して、2点目に入りたいと思います。 

 2010年、2015年の国勢調査データを比較すると、中国地方中山間地で

ある県境の自治体で人口の社会増が多く見受けられます。地域資源を生

かした循環型社会づくりと仕事づくりがその効果のもととなっているよ

うです。こういった視点で安芸高田市の現状と課題についてお伺いしま
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す。 

 これは今、1点目で市長がお答えをいただいたことに随分関係するん

ですよね。結局、来たいけれども仕事がないということ。それをどうや

って安芸高田市らしい仕事をつくるかということですが。 

 当然、ここに書いてありますように、県境と言いましても、隣の邑南

町、さらに隣の北広島町あたりが、社会増になってるということですが、

そこら辺の数字と比較して、我が市のほうがその後どのように推移をし

ていったか、まずはデータ的な数字をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問「中山間地域の自治体としての人口減対策における

現状と課題」についての質問にお答えします。 

 議員御指摘のとおり、中国地方の中山間地域の自治体において、社会

増に転じたところが幾つがございます。不便さを逆手にとった施策や、

昔から続けてこられた地域の暮らしを際立たせた施策など、中山間地域

としての特性を生かした取り組みを長く続けてこられたことが、成果を

生み始めていると理解しております。 

 本市におきましても、今年度から中山間地域としての特性を生かした

取り組みを幾つか始めております。使われなくなった施設がふえるのは、

中山間地域の負の側面ですが、それを逆手にとった形で、空き家を利用

したサテライトオフィスの誘致を積極的に進めております。 

 先日、県内においても第1号となる企業が進出を決めました。また、

今年度2回にわたって行った森の学校プロジェクトに、多くの市外の方

が来られたことからもわかるように、本市の自然あふれる環境や、地域

の昔から続けてこられた暮らしぶりというのは、都市住民にとって魅力

的なものと映っているようでございます。 

 自然体験のプログラムや民泊を組み合わせて、地域の暮らしに直に触

れてもらう機会をふやし、地域全体で都市住民との交流を継続して行っ

ていけば、交流人口からさらにかかわりを深めた関係人口になっていき、

移住・定住につながっていくものと考えております。 

 現状は、これら中山間地域としての特性を生かした取り組みを始めた

ばかりでございまして、社会増という結果には至っておりませんが、こ

れを継続して地域全体で取り組むことが必要と考えております。 

 御質問の数的なことにつきましては、担当部長のほうが説明いたしま

すので、よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 企画振興部長 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  データ的な部分で申し上げますが、昨年度10月だったと思いますけれ

ども、平成24年から28年度において、人口動態の状態をお示しておると

思います。 

 その後、1年たちまして、29年度の部分についても社会増がどうなっ
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とるかという部分は把握しておりますが、住基のほうを利用してデータ

を整理しようとしておるんですが、なかなか難解なところもございます。

今の状態だけをお知らせしたいと思います。 

 前回は5年間の24年から28年までの旧町の、または振興会単位の増減

を示したと思うんですが、市内の移動という部分もございます。そのあ

たりがどうなのかというのも、多少分析しております。それが全て現状

で正しいのかどうかっていうのは、まだ分析はしてませんが、データ的

にはございます。 

 まず初めに、社会増の面でございます。 

 29年度においては、175のマイナスです。これまで24年から28年につ

いては、26年度を境に150人の社会減が約80人程度にまで、増加してき

たということでございましたが、29年においては、それを上回る175と

いう数字が減ということでございます。 

 この要因については、多種多様とあろうと思いますが、これまで整備

をしてまいりました若者定住促進団地が2区が完了したとか、いろいろ

あろうと思いますが、もう少しここは分析しないといけないだろうとい

うふうに思っております。 

 次に、先ほど少し言いましたけれども、市内の移動ですね。前回は高

宮町なら高宮町、吉田町なら吉田町が、何人5年間で減ったかと、そう

いった部分、振興会の人数がどれだけ減ったかという部分をお示しした

と思います。ですが、まだ皆様に御報告するまでに至っておりませんが、

例えば吉田町を例にあげますと、まずは市内移動で言いますと、同じ地

域内の移動、特に吉田、旧吉田から可愛地域への移動、そういったもの

が多いと。他の旧町と比較しますと、小田東から吉田、また吉田から可

愛、先ほど言いましたね。そういった部分の動きがあると。 

 市外を見てますと、安佐北とか安佐南区、そして東広島。そういった

部分からの転入が超過です。しかしながら、広島市の中心部、中区、西

区、そのあたりについては超過がかなり進んでおるという状況です。 

 ちなみに、議員のところの高宮町ですが、高宮町においては町内では

北部から南部への移動が見られると。高宮町内ですね。それから、町内

同士で行くと、吉田町、甲田町を中心に国道54号線沿いに移動が見られ

ると。なお、市外の移動については、三次市への転出が超過であると。

あと、広島市でいいますと、中区、西区、また東京、大阪。そういった

部分への転出が超過であると。 

 今その程度の分析でございますけれども、これから先どういった取り

組みをするかという部分についても、改めて別の機会で報告をさせてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  前回と基本的な傾向というのは、同じような感じかなということです
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が、いわゆる人口減少対策というんで、2,400人を1,200人にしようと言

ったんかな。その数字に対しては、今計画を立てたときからいったら、

減少傾向というのは数字的にはどうなってますか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  全体の計画でのいわゆる乖離がどうかということだと思いますけれど

も、先ほど言いましたように、社会増減については、29年175のマイナ

スですね。もう一つ、自然減がございます。自然減は347人でございま

すので、若干趨勢ラインよりも下回っておるものかと推察いたします。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  趨勢ラインよりか、計画を立てて棒グラフつくったわけですから、そ

の数字に対して幾らという、きちっとした認識をされないと、我々も含

めてしないと、対策という危機感が生まれてこないんじゃないかと思う

んですね。それから、改めてそこの数字をきちっと何年に何人になった

と、示していただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  人口ビジョン、計画等で示しておる数字は国勢調査でございますので、

次の国勢調査は32年となっております。22年と27年のデータから趨勢ラ

インを設けて、それとの乖離を求めるしかないということでございます

ので、それは前回、去年、お示しした通りでございます。趨勢ラインよ

りも少し下目ということでございます。 

 実際の数字で30年の6月の段階でございます。趨勢ラインにつきまし

ては、2万9,231ですかね。目標値においては、2万9,453でございますの

で、その差が開きがあるということですね。222ですかね。 

 以上です。 

○先 川 議 長  ちょっともう一度数字をはっきりとお願いいたします。 

○西岡企画振興部長  もう一度申し上げます。 

 目標値自体は2万9,453でございます。趨勢の人口を見ますと2万9,231

です。実際の今の人口、6月の段階で2万8,956です。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長この数字を聞かれて、やはりいろんな取り組みをされておるんだ

けれども、やっぱり結果が出てきてないということなんですね。じゃあ

どうすればいいのかというところを、まあ一緒に考えていこうというこ

とをいつも言ってますけれども。 

 市長として今の数字をどう受けとめられておりますか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  当初から人口減対策につきましては、目標設定のとき、非常に厳しい

設定をしとるんだと思ってます。これ、他の市町もそうです。大体、

3,000人減るところ、半分ぐらいにもってっとるわけですね、今。もっ

ともっと減るんじゃないかということですけれども、1,500人ぐらいの

目標へ持ってったんですけれども、なかなか社会状況が厳しいんで、こ

れをやり遂げるためには、私が言ってる分の、今の就労対策、サテライ

トオフィスで仕事をつくってあげにゃいけんと。対策と子育ての支援。

ちゃんとしたうちへくれば、広島市よりか子育てが楽ですよとか。いう

ことと、それからもう一つは学力の向上の3点をちゃんとやり切ると、

かなりのええところに行くんじゃないかと今言ってます。 

 そのためには、やっぱり教育委員会とか福祉保健部とか、いろんな皆

さん方に頑張ってもらうということなんですけれども、目標高いですけ

れども、ここを目指して職員一丸となって頑張るしかないと。かように

思ってます。 

 非常に高い水準ですけれども、目標値は頑張っていきたいと、かよう

に思っています。今のところは、この3つ、ようけやっても、焦点が狂

うんで、やっぱり目標をしっかりしたほうがいいんだということです。 

 もちろん、圃場整備とか、道路とか農業整備大事なんですけれども、

とりあえずはこの3つだけをしっかり頑張っていこうということで、御

理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  今市長3つの点を言われましたが、私は一番大事なのは、就労。仕事

による経済がそこで成り立つかどうかというとこだと思うんですよね。

子育てについては、また国の方針も随分変わってきておりますから、そ

の辺はどこも同じようになってくるんかなという気がしますが。今度は

その中身を問われるということですよね。 

 だから、そういう点から言いますと、きょういろいろ同僚議員もおっ

しゃったような、芦田議員おっしゃった外国人のお世話をされる上岡さ

んですね。私も個人的にはいろいろお世話になってるところもあるんで

すが、本当にいつも笑顔で対応していただいて、きめ細かいいろんな世

話をしてくださるんで、本当に感謝しておりますが。 

 そういった方をやはりいろんな場面場面で、支援をするような組織が

あればいいという気がするんですね。農業法人あたりのこととか、中山

間地のお世話とか、そういったことの事務作業がもう本当に自分たちは

できんのだと。特にコンピューター、パソコンでやるんで、我々はもう

難しい。一部の人しかできないという状況になっとるんで、そういった

方のお世話をするような形というものを先ほどの上岡さんのような、本

当にそこの現場と常に接触しながらやるような、そういったやっぱり人

材づくりというのを、することが一つは大きな対策なんかなというふう

に思うんですね。これは、高齢者の人に対しての逆に言うたら就労支援
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ですよ。どっちかというとですね。それがあると、いろんな中山間地の

取り組みも知っていきたいというふうにおっしゃってます。 

 それから、もう1点、先ほど金行議員のほうからもありましたように、

山の資源という位置づけですね。これはもう私も5年ぐらい前から申し

上げてきておりましたけれども、市長が本当に今本気でその方向に向か

っていただいておりますので、非常に喜んでおります。 

 ただ、少し遅かったなというのがあるんですね。市長もよく御存じの

向原の森材チップをつくる企業、これは本社を広島に移動しましたし、

木質バイオマス発電をつくろうという提案をしましたが、それも西風新

都のほうの広島市に取られてしまいました。やはりこういった取り組み

がもしできておれば、山に入る仕組みは当然20年間の森林総合計画です

か、こういったものをきちっとつくってやるということで、できておる

ことがいっぱいあったんですね。それで、就労もできてくるということ

なんで、そうはいっても、遅きに先しても、山に興味を持っていこうと

いう形を市長取り組んでいただいておりますんで、だから、そこのとこ

ろをもう少しきめ細かくやってくということ。さらには、木の駅プロジ

ェクトという八千代の皆さん頑張っておられますよね。これも最近いろ

いろ活動されて、全国のサミットもやられてましたし、ただ半年だった

ですかね。半年で6万5,000円の地域通貨しか使えなかったということな

んですが、それでも大きな成果ですけれども、その広がりができないと

いうのは、地域通貨を使うやっぱりお店が少ないんです。八千代だけだ

ったら。だから、これを安芸高田市全体に広げていくというような形で、

やはりキャパを大きくすることによって、そういう仕組みがうまく動く

ということもあるんで、まずはそういったところを市長どのように情報

入っておると思いますが、受けとめておられるか、お聞きしたいと思い

ます。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  森林整備につきましては、私も非常に県の役員も全部ここでやってる

んですけれども、金はとって、ここでやってると思いますけれども、山

に入る仕組みはちゃんとつくんなさいと言ってるわけですよ。これがな

いことには、木も動かんと。動いて初めて木の駅ですから。ここを動か

ないと。動いてくると、今度は岡山県の町みたいな、そういう業者もつ

ながってくるということなんで、そこのところはちゃんとインターバル

持ちながら、挑戦していきたいと思っております。 

 まず、そういうような背景ですね。山をこうちゃんときれいにしなが

ら、材をちゃんと活用していくんだと。それで活性化つなげていくんだ

ということでございますので、御理解してもらいたいと。 

 それから今指示してるのは、今農水の、農考会が若い人がおっちゃっ

て、非常にええんですよ。活力があって。これと同じことを森林でもや

れいうて今猪掛君に指示してるんですけれども、これ10人ぐらい集めて
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ね。山というのは、ちゃんとあんたの将来につながるよということをち

ゃんと教育していこうと思ってます。今までこういうの全くやってない

んで。彼らも若い人間ですから、これが業が見つかれば、目がギラギラ

してくると思うんで、こういうことから始めていこうかと思ってますの

で。 

 こういうことはさっき議員さん遅い言われたが、広島県で私一番初め

てですよ。こういうことやってるのは。国からもね、私のとこには、ま

ずは子供の教育するために金使うてくれいうて来よるんですよ。林野庁

が。まずは子供たちに山の大切さを教えて、その次はどうするか言うた

ら、やっぱりこういうお金を使っていくんだということです。御理解し

てもらいたいと思います。決してよその町にはおくれてませんので、御

理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  よそと比べたらおくれてないと思いますけれども、取り組み方によっ

たら、もっと市長だったら進んだ取り組みができたろうなという、そう

いう残念さがあって、申し上げたんで。今猪掛部長に指示をされとると

いうことですが、非常にありがたいなと思ってみてます。 

 具体的に言いますと、ちょうど市道、県道あたりの昨年もことしの冬

も雪害で木が倒れましたよね。そういう道路周辺の5メーターから10メ

ーターぐらいを木を切っていくという、そういった整備事業とも関係あ

るんですが、その森林の皆さんは、大きな木があったら、手間がかかっ

てコストが合わんから、飛ばしていくという課題も今あるんですね。そ

ういう大きな木も技術的に切れる若い人、こっちのほうに行きたいとい

う人も何人かいらっしゃるんですよ。今市長が指示されたようなことが、

本当に実現可能なら、そういった難しいところを切って、それを薪にし

たりとか、経済対策になるような、その人たちが食っていけるような、

仕組みになるんですよ。今市長がおっしゃっていただいたんで、非常に

これは喜んでおりますんで、具体的にまず1キロか2キロぐらいをこの冬

までにそういったところを試験的にやってみて、それが効果があるんか

ないか。そうすればこっちへ移り住んでもいいという、広島のほうの人

ですよ。若い人は。ぜひともそれを具体的に市長の指示があるなら、や

っていただくように非常に楽しみにしておりますので、ぜひぜひ進めて

いただきたいと思います。 

 それから、農業のほうも、農考会非常に頑張っておられますし、農業

の部分でさらに言えば6次産業化ですよね。ここの部分で仕事ができて

くるということなんで、農業と林業でそういったきめ細かい仕事づくり

ができれば、社会増は本当に夢ではないというふうに私は思うんですよ。 

 今の若い人は、都会で生活疲れをして、そういう自然の中でそういっ

た仕事をしたいという人も随分いらっしゃるんですよ。そういう人がき

ちっと、こっちへ来れる仕組みをつくっていただければ、社会増も夢で
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はないと。北広島にしても、邑南町でも、そういったことを地域、地域

でやってますからね。市長がおっしゃるようなことにつながっていくと

思いますので、それをぜひ実現していただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  それを実現する言うて、さっき意気込んでるわけですから、御理解し

てもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  安心しましたんで、猪掛部長しっかり取り組んでくださいね。 

 もう一つ、地域の資源ということで言いますと、さっきも市長おっし

ゃったように、向原駅の駅舎をオフィスに使うという形が決まりまして、

その改修費用も出てきましたけれども、郷野の小学校も来年4月からは

あくんですね。再生プロジェクトの皆さんも非常に熱心にかかわってお

られますので、市のほうもお金を出すとかいうことじゃなしに、市とし

てのその支援をどうすればいいかというような形で、今教育委員会のほ

うへありますけれども、最終的には財産として残るわけですから、そう

いった皆さんの気持ちをどう聞いていくかということで、非常に皆さん

元気が出てくるんですよ。 

 前も言いましたように、ＰＦＩとか、ＰＰＰとかですね。そういった

ことにもつなげていける可能性もあるということで、いろんなことを模

索されてますんで、そういったぜひ皆さんの話を前向きに聞いてあげる

ような、市長の指示をいただきたいなと思います。 

 それから、そこの旧少年自然の家、これも基本的には同じような形で

すよね。やっぱり負の財産として見るだけじゃなしに、どうやったらで

きるか。できんことをクリアすることを一緒に考えましょうというよう

なことを考えていければいいなと思いますし。 

 もう一つは、6月の議会で、浜田市長に三江線の資産を利活用するた

めの取り組みとして、地域の人と話をする場をつくってくださいと言い

まして、7月は無理かもわからんけれども、早いうちにやりますという

御答弁いただいたんですね。で、まあ不幸に7月の豪雨がありましたん

で、それはもう7月、8月というのはできんということですが、9月、10

月、11月、12月になっても、まだその取り組みができてない。担当者に

聞くと、水面下ではいろいろ調整しとるというんですが、やはりそれを

待って、そのことにかかわっていくことによって、地域で仕事をしたい、

そういった人もいらっしゃるんですよ。それが社会増につながる一つ一

つのきめ細かい取り組みなんですね。 

 あるいは、この間、私も初めて行ったんですけれども、市長も多分ご

存じだろうと思いますが、甲立の日野家、400年からたつ元の割庄屋さ

ん。この資源もすごいものがありましたよね。こういった、今たまたま
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4つぐらい言いましたけれども、そういった負の遺産になるようなもの

を逆に生かせるというものがいっぱいあるんで、それを生かしていくこ

とによって、若い人のそういったことなら帰って来ようというふうな思

想につながってくると思うんですよ。そういった視点で市長、いかがお

考えか、改めてお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私のほうも行政の責任者として、既にもう挑戦はしてるんですよ。 

 例えば、郷野の小学校についても、文科省には言ってます。いわゆる

支援をしよう思うたら、もう耐震の問題で学校建てるのに、ようけかか

るんですよ、これ。だから、このことを文化財として認めてもらえば、

うちの貧乏人がええんですけれども、日野家も同じことですよ。なかな

かこのハードルが高くて、文化財として、なかなか国が認めてくれませ

ん。これ今んところ。その認めてもらう努力をしていかにゃいかんとい

うことですよ。甲田町時代、えっと挑戦をしとってんですけれども、だ

めじゃったこと、たくさんあります。 

 ただ、我々もあれば使うじゃなしに、やっぱりお金もかかりますので、

そのことも考えながらしてみたいと。できれば有効活用してあげたいと

いうことは思ってますので、決して放り投げとるわけじゃないんで。こ

れ甲田町時代から日野家についてもやっておられます。この今の郷野に

つきましても、私の町長時代からあるんですけれども、えっとこれ国の

ほうへ申し出るんだけれども、週刊誌なんかこれ書くんだけれども、い

い感じに書いてくれるんだけれども、それじゃ国へ行ったら、文化財と

すりゃ、ハードルがありますよとおっしゃるんですね。だから、このこ

とをこういうハードルがあるんだということだけは、議員さん理解して

ください。住民が言うからじゃなしに、こういうことのクリアができて、

市の金も少しはその軽減できるんだったら、ちょっと考えていかにゃい

けんと思ってますので、大事な文化財も活用していくんですけれども。

こういう国の支援があると、いわゆる保存の費用とか、こういうことが

賄えていけるんで、こういうことを踏まえながらいかにゃいけんのだけ

は理解しとってください。議員が言われた施設いうのはちゃんと行政も

理解してますんで、決して放っとくんじゃなしに、しっかり市民が活用

できるように考えていきたいと思いますので、どうか御理解をしてもら

いたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長おっしゃったように、お金もかかってくることなんで、市長が心

配されるということも当然理解はできるんですが、国とかいわゆる補助

金頼みというのも、それはあれば越したことはないですが、今民間の人

がいろんな知恵を出して、やっていけるという仕組みを随分考えておら

れるんですね。以前も言いましたけれども。そういった視点で、テーブ
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ルに乗っていただいて協議をする。 

 郷野の小学校にしても、耐震の問題があると言いますけれども、実際

専門家から言うと、あれだけ80年もたった木材建築で耐震というのは、

実際検証したことはないんですよ。国土交通省も。むしろ、そういった

ことを前向きに捉えれば、耐震は要らないというところまで言われる専

門家もいらっしゃるんですよ。そういう話も聞きながら、きちっとした

そのテーブルに乗って、そういう皆さんの話も聞いてあげて、一緒に活

性化をしていこうというふうに乗っていただければ、市長が国からお金

をいっぱいいっぱい引っ張ってこんでもできる可能性も出てくるんで、

日野家にしても同じですよ。あれだけのものを今日野家の個人の財産で

すから、あれを公的なもので所有することによって、ＰＦＩとかＰＰＰ

とか使えるんですよ。民間のものだったら、それが使いづらいと言いま

すかね。基本的には難しいと思うんですよ。だから、そういったいろん

な条件をクリアすればできることはたくさんありますんでね。 

 もう一つ、私の地元でもありまして、三江線のこと、どうしていただ

けるんですか。再度お伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  三江線については、地元に聞いて対策があれば、聞いていきたいと思

ってます。いわゆる地元の方々が、こうしたら活性化につながるよとい

うんだったら。ただ、費用対効果も考えていかにゃいけんので、本来、

乗らんけえ、廃止になった路線ですから、その辺は一緒に考えていかに

ゃいけんと。いやいや、わしらこれよりか、交通の便よくしてくれ言う

てかもわからんし。こういうことは聞いてみにゃわからんから、おっし

ゃるように、その意見を聞いていきたいと。ほいで、結論決めていきた

いと。それで必要最小限の投資をしていきたいとか思っています。 

 で、先ほどの民間の活用につきましてはしっかり考えてきてみようと。

ただ、民間の活用で、自分らでやるいう人がおってんなら、紹介しても

らいたいです。ぜひ話をしていきたいと。 

 行政ありきじゃなしに、総合的に今民間がなかなか、議員さんおっし

ゃるけれども、そういうことは私のところにはまだ入ってきてません。

民間の方がやるっていう話は。ただ、そういうことも踏まえた上で、総

合的に大事な資産を守っていきたいということでございますので、御理

解をしてもらいたいと。やめたというんじゃないですよ。 

 ただ、行政がやろうと思うたら、非常に経費がかかりますよというこ

となんですよ。それこそ、田んぼアートの3億の話じゃないですよ、全

然。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  田んぼアートのことは言うまいかと思ったんですが、田んぼアートに

金かけるんだったら、今ある財産に金かけたほうがいいですよ。本当に。
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民間の人がどうやるんか、言うてくりゃ聞いてやるって、6月に話を聞

く場をもちますと言ったんですよ。やってないじゃないですか。だから、

民間の人は待ってるんですよ、話をする場を。ちょっと言っとることが

おかしいんじゃないですか。きちっと議事録読んでください。 

 答弁してください。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  そういう民間の方々ウエルカムです。聞いてみたいと思います。 

 ただ、私はまだこのこと聞いてませんでした、議事録読めって言われ

ても、私の勉強不足で申しわけありません。 

 だから、あのね、あなたがおっしゃっても、民間だってしたいんです

よ、今そういう流れだから。全部。今の何にしても。民間にやってもら

おうと考えたんです。下水道にしてもそうですよ。ＰＦＩとか、そうい

う方向なんですよ。ただ、これは経営というのもあり、ぐずつくんで、

今までの行政のように、おんぶにだっこで赤字になったら行政が出すん

じゃだめなんですよね。そのことを踏まえた上で、民間活用も考えてい

かにゃいけんということを御理解してもらいたい。 

 さっきからやめたというんじゃないんですよ。このことは、しっかり

民間活用含めて検討したいと言ってるわけですから、御理解してくださ

い。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  私は初めから金を出せ、行政がお金を出せと言ったことは一回もあり

ませんよ。そういった皆さんが話をする場をつくってくださいと言った

だけですよ。6月に。そしたら、そういう場をつくりましょうと言った

んです。だから、その場を早急にやってください。それ約束してくださ

い。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  地元の人と連携をとりながら、災害で遅くなったんですけれども、お

くればせながらでもそういうことやってみたいと思いますので、御理解

してください。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  前はいつまでとか言いませんでしたが、今度はいつまでにやるんかと

言って、きちっと示してください。このことも含めて。 

 あるいはホテルの話も出ましたけれどもね、今の日野家の問題とか、

あるいは吉田の、旧吉田町の旧道の付近には、いろいろ空き家もあって、

そこをホテルにしたりできるような民間だったりするんですよ。安芸高

田市にふさわしい宿泊施設、そういったものもできる可能性がいっぱい

あるんですよ。そういったところに目を向けていただいて、民間の人の
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意見をしっかり聞いて、行政が後押しするような仕組みをつくっていた

だきたいと思います。 

 さっきの三江線の会合をいつするのか。そして、そういった取り組み

を積極的に市長がやられるんかどうか、その2つについて御答弁いただ

きたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  三江線については、遅くても今年度中にやっていきたいと思います。

そういうことです。だけど、地元が早くしてくれ言うてなら、早くやっ

ていきたいと思います。地元と話して決めさせてください。すぐ決めま

すんで。地元がすぐあしたやってくれと言うなら、あしたやりますよ。

だから、地元と聞いてやりますんで、御理解してください。 

 ほいで、ホテルのなんかね、今まで来んかったんですよ。そんなこと

言われても。こういう人、初めて来たんですよ。こんなこと。あっこに

ある、あっこにある言うんなら、最初からこんなこと言うてもらいたい

ですよ。だから、たら話じゃだめなんですよね。だから、ここへ来たも

のをしっかり大事にしたいということで御理解してもらいたいと思いま

す。今からでも受け付けますよ。ホテルつくるいうんだったら。高宮で

も、どこでも来るんだったら。ないですよ、こんなこと。ただいいかげ

んなもんが、言うてくるのはいっぱいありますよ。そがな軽いもんじゃ

ないですよね。だから、ホテルが来るにしても、ちゃんとその人らの、

もうけはつながってるわけですから、大事な問題です。 

 だから、この話は大事にしよう思うて、先ほどもいろんなことの説明

を控えたんがそこなんですよ。理解してください。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  まあちょっとかみ合うてないんで、これ以上やりませんけれども、私

が言っとるのはホテルを持ってこられるという、民間が来られるという

ことに反対しとるわけじゃないんですよ。そういったものもいいけれど

も、もっともっと生かせば、安芸高田らしいそういう宿泊施設もできま

すよと。民泊とか、それに近いようなものできますよということを申し

上げとるんで、そういった視点を若い人としっかり話をする場をつくっ

ていただければ、そういう知恵が出てきますから。そういった場を行政

としてつくっていただきたいということ。 

 それから、三江線はいつでもやってやるということだったんで、しっ

かり調整していきます。 

 以上です。終わります。 

○先 川 議 長  以上で、熊高昌三君の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしましたので散会いたします。 

 次回は、明日午前10時に再開いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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午後 ４時１０分 散会 
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